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は
じ
め
に

二
〇
一
九
年
二
月
、
熊
野
古
道
の
整
備
や
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
大
辺
路
刈
り
開
き
隊
と
、

和
歌
山
大
学
の
客
員
教
授
で
あ
る
湯
崎
真
梨
子
氏
（
農
村
社
会
学
）
が
、
す
さ
み
町
入
谷
の

水
車
小
屋
と
線
香
水
車
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
筆
者
の
父
を
訪
ね
て
き
た
。
以

前
か
ら
父
・
井い

澗た
に

和
良
（
一
九
五
四
〜
）
に
曽
祖
父
・
良
太
郎
（
一
九
〇
〇
〜
一
九
九
一
）

と
高
祖
父
・
和
三
郎
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
五
）
が
線
香
工
場
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
は
聞

か
さ
れ
て
い
た
が
、
今
も
な
お
そ
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
筆
者
は
こ
の
時

に
初
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る１

。

そ
こ
で
筆
者
が
改
め
て
線
香
工
場
の
跡
地
の
視
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
朽
ち
て
は
い
る
も

の
の
直
径
五
メ
ー
ト
ル
弱
の
大
き
な
水
車
が
現
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
杵
や
臼
、
篩

な
ど
の
製
粉
構
造
も
良
好
な
状
態
で
残
っ
て
お
り
、
水
力
の
み
で
す
べ
て
の
動
力
を
ま
か

な
っ
て
い
た
時
代
の
木
製
機
械
の
遺
構
に
大
き
く
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
朽
ち
て
い
く
の
を
黙
っ
て
見
て
い
る
の
は
忍
び
な
く
、
今
の
時
代
に
こ
そ
線
香

水
車
の
よ
う
な
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
仕
組
み
に
価
値
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

修
復
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
当
時
の
線
香
水
車
の
記
録
が
残
っ
て
い

な
い
か
独
自
に
調
査
を
開
始
し
た
が
、
町
誌
以
外
に
具
体
的
な
記
述
は
見
当
た
ら
ず
、
文
献

は
皆
無
に
近
か
っ
た
。
当
時
の
産
業
の
実
態
を
知
る
に
は
、
稼
働
当
時
の
水
車
を
知
る
人
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
記
録
を
残
す
こ
と
が
最
適
と
思
わ
れ
た
の
で
、

近
畿
大
学
の
藤
井
弘
章
氏
（
民
俗
学
）
の
協
力
・
ご
指
導
の
も
と
、
記
録
を
ま
と
め
る
こ
と

に
し
た
。

本
稿
で
は
、
紀
南
地
方
の
線
香
（
杉
線
香
）
製
造
業
に
つ
い
て
、
す
さ
み
町
に
所
在
す
る

井
澗
家
所
有
の
線
香
水
車
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
「
す
さ
み
線
香
水
車
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

第
一
章
　
江
戸
時
代
末
期
か
ら
の
紀
南
地
方
の
線
香
産
業
に
つ
い
て

線
香
の
製
造
の
起
源
や
歴
史
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
分
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
多

い
。
日
本
に
は
室
町
末
期
か
ら
江
戸

初
期
の
間
に
朝
鮮
ま
た
は
中
国
方
面

か
ら
技
術
が
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
が
、

海
外
か
ら
伝
来
し
た
も
の
を
見
本
と

し
て
堺
の
商
人
が
製
造
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
〔
社
団
法
人
鉄

道
貨
物
協
会
天
王
寺
支
部

　
一
九
五

六
〕。
江
戸
中
期
に
か
け
て
現
在
の
大

阪
府
堺
市
を
中
心
に
線
香
産
業
が
発

達
し
、
江
戸
後
期
に
か
け
て
全
国
各

地
に
線
香
製
造
が
広
ま
っ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
〔
柏

　
一
九
八
〇
〕。

和
歌
山
県
す
さ
み
町
の
線
香
産
業

―
井い

澗た
に

家
の
線
香
水
車
を
中
心
に
―

山
　
下
　
桃
　
子

写真 1　  昭和 31 年頃の水車小屋（左端）（中央は水
車小屋の右隣に建っていた住居。）（井澗家
所蔵）
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戦
後
に
国
内
最
大
の
線
香
製
造
の
町
と
し
て
栄
え
た
淡
路
島
の
一
宮
町
で
は
、
一
九
世
紀

半
ば
か
ら
線
香
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
〔
浜
岡

　
一
九
八
五
〕。
当
時
、
淡
路

島
は
堺
や
九
州
を
結
ぶ
海
上
輸
送
網
が
発
達
し
て
お
り
、
原
料
や
製
品
の
輸
送
の
利
便
性
が

高
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
線
香
製
造
が
軌
道
に
乗
る
と
、
賃
金
も
よ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
堺

か
ら
多
く
の
技
術
者
が
淡
路
島
に
移
住
し
た
と
い
う
。

紀
州
に
お
け
る
線
香
製
造
の
歴
史
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
紀
伊
半
島
東
部
の

尾
鷲
方
面
で
は
、
江
戸
末
期
に
杉
の
葉
を
製
粉
し
た
線
香
原
料
が
盛
ん
に
製
造
さ
れ
て
お

り
、
名
古
屋
・
大
坂
・
江
戸
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
、
杉
葉
粉
が
地
域
の
特
産
品
と
な
っ
て
い

た
〔
尾
鷲
市

　
一
九
六
九
〕。
尾
鷲
の
線
香
原
料
製
造
は
、
享
和
年
間
（
一
八
〇
一
〜
〇
四
）

に
、
田
辺
（
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
）
近
郷
か
ら
学
ん
だ
技
術
を
も
と
に
し
て
開
始
さ
れ

た
と
い
う
〔
土
井

　
一
八
八
五
〕。
し
た
が
っ
て
、
田
辺
周
辺
で
の
原
料
製
粉
は
尾
鷲
方
面

よ
り
も
早
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
少
な
く
と
も
一
八
世
紀
後
半
に
は
線

香
原
料
の
製
粉
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
線
香
原
料
の
生
産
は
統
計

な
ど
を
見
る
限
り
、
明
治
・
大
正
に
至
る
ま
で
、
和
歌
山
県
側
よ
り
も
三
重
県
側
の
方
が
盛

ん
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

『
熊
野
市
史
』
に
よ
る
と
、
明
治
二
六
年
の
三
重
県
統
計
で
は
、
尾
鷲
市
や
熊
野
市
を
含

む
南
牟
婁
郡
で
線
香
製
造
が
一
軒
、
線
香
の
原
料
を
作
る
製
粉
業
が
一
四
軒
と
な
っ
て
お

り
、
林
業
が
栄
え
た
こ
と
を
背
景
に
副
産
物
を
利
用
し
た
線
香
原
料
の
製
粉
が
盛
ん
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
主
な
原
料
は
「
杉
葉
粉
」
で
、
タ
ブ
粉
の
記
述
は
見
ら
れ
な

い
。
三
重
県
で
は
ス
ギ
粉
を
「
杉
葉
粉
」
と
呼
び
、
主
に
大
阪
方
面
に
出
荷
し
、
大
阪
で
製

品
に
加
工
さ
れ
て
い
た
〔
熊
野
市
史
編
纂
委
員
会

　
一
九
八
三
〕。

和
歌
山
県
の
大
正
年
間
の
統
計
書
で
は
、
大
正
六
年
の
み
「
線
香
製
造
」
の
項
目
が
見
ら

れ
、
東
牟
婁
郡
で
一
軒
操
業
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
が
、
井
澗
家
や
そ
の

他
の
工
場
に
つ
い
て
は
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
正
六
年
以
降
、
昭
和
三
〇
年

代
ま
で
、「
線
香
製
造
」
の
項
目
は
な
く
、
蚊
取
り
線
香
の
原
料
製
粉
に
つ
い
て
も
計
上
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
正
年
間
だ
け
を
み
る
と
、
大
正
六
年
が
和
歌
山
県

の
線
香
製
造
量
の
最
大
値
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い２

。

な
お
、
線
香
製
造
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
・
大
正
期
に
は
、
和
歌
山

県
南
部
の
市
ノ
瀬
（
現
在
の
上
富
田
町
）、
鮎
川
（
現
在
の
田
辺
市
、
旧
大
塔
村
）、
栗
栖
川

（
現
在
の
田
辺
市
中
辺
路
町
）、
富
里
（
現
在
の
田
辺
市
、
旧
大
塔
村
）、
市
鹿
野
（
現
在
の

白
浜
町
、
旧
日
置
川
町
）
な
ど
で
製
造
さ
れ
、
な
か
で
も
市
ノ
瀬
が
線
香
製
造
の
本
場
で

あ
っ
た
と
い
う
〔
田
辺
町

　
一
九
三
〇
〕。
昭
和
五
年
に
調
査
さ
れ
た
市
ノ
瀬
村
の
概
要
を

ま
と
め
た
文
献
に
お
い
て
も
、「
名
産

　
線
香
」
と
書
か
れ
て
い
る３

。

一
方
、
関
東
の
方
に
目
を
向
け
る
と
、
現
在
も
線
香
水
車
を
使
っ
て
杉
線
香
を
製
造
し
て

い
る
栃
木
県
で
は
、
堺
か
ら
越
後
を
経
由
し
て
製
造
技
術
が
伝
わ
り
、
元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
ご
ろ
に
線
香
工
場
が
作
ら
れ
た
と
い
う
〔
柏

　
一
九
八
〇
〕。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、

す
さ
み
線
香
水
車
の
操
業
も
栃

木
県
と
同
じ
く
元
治
元
年
（
一

八
六
四
）
と
な
っ
て
い
る
。

紀
伊
半
島
南
部
を
流
れ
る
富

田
川
流
域
に
お
い
て
は
、
上
流

か
ら
中
流
に
線
香
水
車
や
線
香

工
場
が
複
数
存
在
し
た
こ
と
が

関
係
者
へ
の
取
材
や
文
献
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
初

期
に
は
生
馬
村
（
現
在
の
上
富

田
町
生
馬
）
の
大
宮
・
鳥
渕
の

両
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
線
香
水
車

地図１　すさみ線香水車の位置図
 （　　　　は紀州藩の領域。）
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編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
九
六
〕。

川
原
谷
川
周
辺
に
は
、
現
在
、
田
辺
市
新
庄
町
に
本
社
を
置
く
林
業
・
製
材
業
の
株
式
会

社
山
長
商
店
が
約
七
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
を
所
有
す
る
。
代
表
取
締
役
会
長
の
榎
本
長

治
氏
に
よ
る
と
、
創
業
時
は
木
炭
や
線
香
な
ど
の
林
産
物
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
業
者

で
、
川
原
谷
に
榎
本
家
の
水
車
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
線
香
製
造
に
使
っ
て
い

た
板
型
が
、
古
い
蔵
の
壁
の
側
板
に
再
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
現
存
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
日
置
川
流
域
は
江
戸
時
代
か
ら
新
庄
村
（
現
在
の
田
辺
市
新
庄
町
）
の
商
人

と
密
接
な
取
引
関
係
に
あ
り
、
線
香
や
炭
な
ど
の
林
産
物
の
多
く
が
新
庄
村
へ
出
荷
さ
れ
て

い
た
た
め
、
株
式
会
社
山
長
商
店
の
歴
史
と
も
関
わ
り
が
深
い
〔
榎
本

　
二
〇
〇
七
〕。
な

お
、『
日
置
川
町
誌
』
記
載
の
川
原
谷
川
の
線
香
水
車
と
の
関
連
は
、
今
後
の
調
査
で
明
ら

か
に
す
る
予
定
で
あ
る４

。

日
置
川
の
上
流
の
滝
地
区
に
お
い
て
も
、
筆
者
の
高
祖
父
が
操
業
し
て
い
た
線
香
水
車
が

あ
っ
た
が
、
詳
細
は
後
述
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
水
車
や
工
場
も
大
正
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ほ
と
ん
ど
が

廃
業
し
、
筆
者
の
曽
祖
父
・
良
太
郎
が
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
操
業
し
て
い
た
す
さ
み
線
香
水

車
が
、
紀
伊
半
島
で
操
業
す
る
最
後
の
線
香
水
車
と
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
紀
南
地
方
の
線
香
製
造
は
、
国
内
の
他
の
地
方
と
同
じ
く
一
九
世
紀

後
半
に
各
地
で
始
ま
り
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
最
盛
期
を
迎
え
た
も
の
の
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
前
後
に
は
急
速
に
衰
退
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
二
章
　
す
さ
み
線
香
水
車
の
起
源
と
井
澗
家
の
線
香
製
造
に
つ
い
て

第
一
節
　
す
さ
み
線
香
水
車
の
起
源

紀
伊
半
島
の
南
西
部
に
位
置
す
る
和
歌
山
県
南
部
に
は
、
熊
野
三
山
を
中
心
と
す
る
文
化

圏
が
広
が
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
三
重
県
南
部
と
と
も
に
紀
州
藩
に
属
し
、
藩
の
直
轄
地

す
さ

み
線

香
水

車

が
あ
り
、
大
宮
地
区
の
線
香
水
車
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
ま
で
操
業
し
て
い
た
。
そ

こ
で
生
産
さ
れ
た
粉
は
、
山
を
越
え
て
市
ノ
瀬
村
（
現
在
の
上
富
田
町
市
ノ
瀬
）
の
本
工
場

に
運
ば
れ
て
加
工
さ
れ
た
と
い
う
〔
生
馬
郷
土
誌

　
小
学
校
百
年
史
編
輯
委
員
会

　
一
九
八

〇
〕。
筆
者
が
文
献
な
ど
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
市
ノ
瀬
村
に
は
一
二
軒
の
線
香
工
場
が
存

在
し
て
い
た
。
昭
和
初
期
の
市
ノ
瀬
村
の
工
産
額
の
五
五
％
が
線
香
産
業
に
よ
る
も
の
で
、

当
時
の
市
ノ
瀬
村
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
積
み
出
し
先
は
、
県
下
及
び
東

京
方
面
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
大
正
末
期
に
一
軒
が
廃
業
し
、
他
も
主
産
業
と
し
て
栄

え
て
い
た
昭
和
初
期
の
う
ち
に
何
ら
か
の
理
由
で
廃
業
と
な
っ
た
〔
市
ノ
瀬
小
学
校
百
年
祭

実
行
委
員
会

　
一
九
七
八
〕。

ま
た
、
す
さ
み
線
香
水
車
か
ら
熊
野
古
道
仏
坂
の
山
を
越
え
た
と
こ
ろ
を
流
れ
る
日
置
川

の
河
口
に
は
、
大
正
末
期
ま
で
線
香
工
場
が
あ
り
、
日
置
川
の
上
流
の
玉
伝
地
区
の
川
原
谷

川
に
は
、
直
径
四
メ
ー
ト
ル
、
石
臼
一
五
挺
の
線
香
水
車
も
あ
っ
た
と
い
う
〔
日
置
川
町
誌

地図２　すさみ線香水車の周辺地図

写真２　  現在のすさみ線香水車の外観（2020 年撮
影）
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編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
九
六
〕。

川
原
谷
川
周
辺
に
は
、
現
在
、
田
辺
市
新
庄
町
に
本
社
を
置
く
林
業
・
製
材
業
の
株
式
会

社
山
長
商
店
が
約
七
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
を
所
有
す
る
。
代
表
取
締
役
会
長
の
榎
本
長

治
氏
に
よ
る
と
、
創
業
時
は
木
炭
や
線
香
な
ど
の
林
産
物
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
業
者

で
、
川
原
谷
に
榎
本
家
の
水
車
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
線
香
製
造
に
使
っ
て
い

た
板
型
が
、
古
い
蔵
の
壁
の
側
板
に
再
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
現
存
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
日
置
川
流
域
は
江
戸
時
代
か
ら
新
庄
村
（
現
在
の
田
辺
市
新
庄
町
）
の
商
人

と
密
接
な
取
引
関
係
に
あ
り
、
線
香
や
炭
な
ど
の
林
産
物
の
多
く
が
新
庄
村
へ
出
荷
さ
れ
て

い
た
た
め
、
株
式
会
社
山
長
商
店
の
歴
史
と
も
関
わ
り
が
深
い
〔
榎
本

　
二
〇
〇
七
〕。
な

お
、『
日
置
川
町
誌
』
記
載
の
川
原
谷
川
の
線
香
水
車
と
の
関
連
は
、
今
後
の
調
査
で
明
ら

か
に
す
る
予
定
で
あ
る４

。

日
置
川
の
上
流
の
滝
地
区
に
お
い
て
も
、
筆
者
の
高
祖
父
が
操
業
し
て
い
た
線
香
水
車
が

あ
っ
た
が
、
詳
細
は
後
述
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
水
車
や
工
場
も
大
正
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ほ
と
ん
ど
が

廃
業
し
、
筆
者
の
曽
祖
父
・
良
太
郎
が
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
操
業
し
て
い
た
す
さ
み
線
香
水

車
が
、
紀
伊
半
島
で
操
業
す
る
最
後
の
線
香
水
車
と
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
紀
南
地
方
の
線
香
製
造
は
、
国
内
の
他
の
地
方
と
同
じ
く
一
九
世
紀

後
半
に
各
地
で
始
ま
り
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
最
盛
期
を
迎
え
た
も
の
の
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
前
後
に
は
急
速
に
衰
退
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
二
章
　
す
さ
み
線
香
水
車
の
起
源
と
井
澗
家
の
線
香
製
造
に
つ
い
て

第
一
節
　
す
さ
み
線
香
水
車
の
起
源

紀
伊
半
島
の
南
西
部
に
位
置
す
る
和
歌
山
県
南
部
に
は
、
熊
野
三
山
を
中
心
と
す
る
文
化

圏
が
広
が
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
三
重
県
南
部
と
と
も
に
紀
州
藩
に
属
し
、
藩
の
直
轄
地

す
さ

み
線

香
水

車

が
あ
り
、
大
宮
地
区
の
線
香
水
車
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
ま
で
操
業
し
て
い
た
。
そ

こ
で
生
産
さ
れ
た
粉
は
、
山
を
越
え
て
市
ノ
瀬
村
（
現
在
の
上
富
田
町
市
ノ
瀬
）
の
本
工
場

に
運
ば
れ
て
加
工
さ
れ
た
と
い
う
〔
生
馬
郷
土
誌

　
小
学
校
百
年
史
編
輯
委
員
会

　
一
九
八

〇
〕。
筆
者
が
文
献
な
ど
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
市
ノ
瀬
村
に
は
一
二
軒
の
線
香
工
場
が
存

在
し
て
い
た
。
昭
和
初
期
の
市
ノ
瀬
村
の
工
産
額
の
五
五
％
が
線
香
産
業
に
よ
る
も
の
で
、

当
時
の
市
ノ
瀬
村
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
積
み
出
し
先
は
、
県
下
及
び
東

京
方
面
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
大
正
末
期
に
一
軒
が
廃
業
し
、
他
も
主
産
業
と
し
て
栄

え
て
い
た
昭
和
初
期
の
う
ち
に
何
ら
か
の
理
由
で
廃
業
と
な
っ
た
〔
市
ノ
瀬
小
学
校
百
年
祭

実
行
委
員
会

　
一
九
七
八
〕。

ま
た
、
す
さ
み
線
香
水
車
か
ら
熊
野
古
道
仏
坂
の
山
を
越
え
た
と
こ
ろ
を
流
れ
る
日
置
川

の
河
口
に
は
、
大
正
末
期
ま
で
線
香
工
場
が
あ
り
、
日
置
川
の
上
流
の
玉
伝
地
区
の
川
原
谷

川
に
は
、
直
径
四
メ
ー
ト
ル
、
石
臼
一
五
挺
の
線
香
水
車
も
あ
っ
た
と
い
う
〔
日
置
川
町
誌

地図２　すさみ線香水車の周辺地図

写真２　  現在のすさみ線香水車の外観（2020 年撮
影）
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事
業
を
継
承
。「
生
産
量
は
一
日
一
五
〜
二
〇
貫
目
程
度
」「
そ
の
後
水
路
を
拡
げ
、
水
車
を

一
六
挺
に
増
設
、
一
日
三
〇
貫
目
の
生
産
を
し
た
」
と
あ
り
、
事
業
継
承
後
の
和
三
郎
が
生

産
量
を
倍
増
さ
せ
る
た
め
に
施
設
の
拡
充
を
図
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
す
さ
み
町
誌

編
纂
委
員
会

　
一
九
七
八
〕。
そ
の
後
、
大
正
六
〜
七
年
頃
か
ら
は
原
料
製
造
だ
け
で
な
く
、

線
香
製
造
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
当
時
、
和
三
郎
は
五
九

歳
、
和
三
郎
か
ら
事
業
を
継
承
す
る
長
男
・
良
太
郎
が
一
七
歳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま

で
の
製
粉
の
み
の
事
業
か
ら
線
香
製
造
ま
で
事
業
を
拡
大
し
た
の
は
、
和
三
郎
が
主
導
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
製
粉
の
み
の
操
業
か
ら
線
香
製
造
ま
で
の
一
貫
し
た
生
産
シ
ス
テ
ム

に
事
業
を
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
も
、
当
時
は
線
香
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
関
東
方
面
へ
は
船
会
社
を
経
由
し
、
周
参
見
港
か
ら
船
で
輸
送
し
て
い
た
が
、
鉄
道

が
和
歌
山
市
か
ら
南
へ
延
伸
し
、
紀
南
地
方
に
鉄
道
が
開
通
す
る
計
画
も
事
業
拡
大
の
後
押

し
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
周
参
見
駅
が
開
業
し
た
の
は
、
昭
和
一
一
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。第

二
節
　
井
澗
家
の
線
香
産
業
へ
の
進
出

筆
者
の
高
祖
父
・
和
三
郎
は
、
現
在
の
白
浜
町
堅
田
地
区
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
井
澗
家
は

江
戸
時
代
か
ら
名
字
を
与
え
ら
れ
て
い
て
、「
角
屋
」
の
屋
号
を
称
し
た６

。
和
良
は
良
太
郎

か
ら
伝
え
聞
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
和
三
郎
の
幼
少
期
は
家
が
裕
福
だ
っ
た
の
で
、
和
三
郎
は
寺
子
屋
に
通
っ
て
い
た
。
読

み
書
き
と
算
盤
が
で
き
た
の
で
、
商
売
人
と
し
て
働
く
た
め
の
技
術
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、

理
由
は
分
か
ら
な
い
が
明
治
二
五
年
に
村
八
分
に
遭
い７

、
白
浜
町
堅
田
か
ら
日
置
川
の
河
口

付
近
へ
墓
を
と
も
な
っ
て
引
っ
越
し
て
き
た
。
和
三
郎
の
長
男
の
良
太
郎
は
、
小
学
校
の

一
、
二
年
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
学
校
に
通
っ
た
が
、
貧
し
さ
か
ら
小
学
校
へ
通
え
な
く
な
り
、

母
親
の
か
ん
（
一
八
七
〇
〜
一
九
五
五
）
に
泣
い
て
学
校
へ
行
き
た
い
と
訴
え
た
。
明
治
四

で
あ
っ
た
す
さ
み
町
に
は
口
熊
野
奉
行
所
（
後
の
代
官
所
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
紀

伊
半
島
南
部
の
玄
関
口
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た５

。 
す
さ
み
線
香
水
車
は
、
す
さ
み
町
の
北
東
か
ら
流
れ
る
太
間
川
沿
い
に
位
置
し
、
世
界
遺

産
・
熊
野
古
道
（
大
辺
路
）
に
面
し
て
立
地
し
て
い
る
。
日
置
川
の
安
居
地
区
（
現
在
の
白

浜
町
）
か
ら
舟
で
川
を
南
に
渡
り
、
仏
坂
の
山
を
越
え
て
峠
を
下
っ
て
く
る
と
、
太
間
川
に

架
か
る
入
谷
橋
の
袂
に
出
る
。
水
車
小
屋
は
、
入
谷
橋
の
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
流
に
位
置

し
て
お
り
、
入
谷
地
区
の
最
深
部
か
つ
上
流
の
太
間
川
地
区
へ
の
入
り
口
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
っ
た
。『
す
さ
み
町
誌
』
に
は
、
栃
木
県
の
線
香
製
造
開
始
と
同
じ
元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
に
諸
国
屋
金
兵
衛
と
い
う
人
が
小
屋
や
水
路
を
作
り
、
操
業
を
開
始
し
た
と
い
う
伝
承

を
記
し
て
い
る
〔
す
さ
み
町
誌
編
纂
委
員
会

　
一
九
七
八
〕。
二
〇
年
ほ
ど
操
業
し
た
の
ち
、

事
業
を
入
谷
在
住
の
山
本
次
郎
右
衛
門
に
継
承
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
二
五
年
後
の
明
治
四
三

年
（
一
九
一
〇
）
に
筆
者
の
高
祖
父
・
井
澗
和
三
郎
が
山
本
次
郎
右
衛
門
よ
り
買
い
入
れ
て

●高祖父 和三郎
安政５年（１８５８）～大正１４年（１９２５）

↓

●曽祖父 良太郎
明治３３年（１９００）～平成３年（１９９１）

↓

祖父 潔
大正１０年（１９２１）～平成１８年（２００６）

↓

父 和良
昭和２９年（１９５４）～

↓

筆者
昭和５８年（１９８３）～

●印が線香水車を操業していた。

図１　井澗家系図
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車
が
十
分
に
稼
働
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
四
年
後
の
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
す
さ
み

町
へ
操
業
の
場
を
移
し
た
。『
す
さ
み
町
誌
』
に
よ
る
と
、
す
さ
み
で
の
操
業
は
明
治
四
三

年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
戸
籍
の
転
入
手
続
き
よ
り
も
先
に
移
り
住
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ

る
。
戸
籍
で
は
市
鹿
野
村
へ
の
転
入
の
履
歴
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
墓
の
移
動
も
な
か
っ
た
の

で
、
当
初
か
ら
永
住
で
は
な
く
短
期
的
な
操
業
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

父
の
証
言
に
よ
り
、
市
鹿
野
村
で
の
操
業
以
降
の
経
緯
は
判
明
し
た
が
、
和
三
郎
が
な
ぜ

線
香
産
業
に
参
入
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
不
明

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
戸
籍
を
調
べ
る
過
程
で
和
三
郎
の
妻
・
か
ん
が
市
ノ
瀬
村
（
現
在
の
上
富
田

町
市
ノ
瀬
）
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
父
に
よ
る
と
、
和
三
郎
と
か
ん
は
お
見
合

い
で
の
結
婚
で
、
仲
人
に
よ
っ
て
富
田
坂
（
現
在
の
白
浜
町
）
で
待
ち
合
わ
せ
る
よ
う
指
示

を
受
け
、
お
互
い
気
に
入
れ
ば
そ
の
ま
ま
日
置
の
和
三
郎
宅
へ
連
れ
て
帰
る
よ
う
に
と
い
う

の
が
夫
妻
の
な
れ
そ
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。

同
じ
村
内
か
近
隣
の
村
と
の
婚
姻
が
多
い
時
代
に
、
わ
ざ
わ
ざ
流
域
の
違
う
遠
く
離
れ
た

市
ノ
瀬
村
か
ら
か
ん
が
嫁
い
で
き
た
こ
と
、
市
ノ
瀬
村
が
富
田
川
流
域
の
線
香
製
造
の
拠
点

で
あ
っ
た
こ
と
、
か
ん
と
の
結
婚
後
に
線
香
産
業
に
参
入
し
た
こ
と
か
ら
、
か
ん
が
線
香
産

業
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
査
で
、
市
ノ
瀬
村
の
工
場

の
一
つ
は
清
水
地
区
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ
が
、
同
地
区
内
に
か
ん
の
生
家
が

あ
っ
た
。
明
治
二
二
年
の
富
田
川
の
大
水
害
で
富
田
川
が
氾
濫
し
た
際
、
か
ん
は
不
老
明
神

の
松
の
木
に
登
っ
て
難
を
逃
れ
た
た
め
、
良
太
郎
は
生
前
、
こ
の
松
の
木
周
辺
の
掃
除
な
ど

も
時
折
行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る８

。
こ
の
不
老
明
神
も
、
か
ん
の
生
家
の
集
落
内
に
あ
る
。

な
お
、
曽
祖
父
・
良
太
郎
が
筆
者
の
父
・
和
良
を
伴
い
、
江
戸
時
代
に
井
澗
家
に
養
子
を

出
し
た
中
松
家
の
墓
に
参
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
墓
も
同
様
に
か
ん
の
生
家
の
集
落

に
存
在
す
る
。
良
太
郎
の
姉
妹
は
、
こ
こ
で
先
祖
供
養
の
法
要
も
あ
げ
た
と
い
う
。

一
年
（
一
九
〇
八
）、

良
太
郎
が
八
〜
九
歳

の
時
に
、
市
鹿
野
村

（
現
在
の
日
置
川
町

市
鹿
野
地
区
）
で
売

り
に
出
て
い
た
線
香

水
車
を
買
い
、
一
家

で
そ
の
地
へ
引
っ
越

し
た
。
そ
こ
は

「
滝
」
と
い
う
字
名
で
、
そ
こ
で
良
太
郎
の
妹
が
生
ま
れ
た
の
で
、「
た
き
」
と
名
付
け
た
ら

し
い
。
そ
の
場
所
で
は
年
間
を
通
し
て
水
車
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
安
定
し
た
水
量
を
確
保

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
水
量
が
豊
富
で
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
太
間
川
か
ら
水
を
引
い
て

い
る
す
さ
み
線
香
水
車
を
新
た
に
買
い
入
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」

父
の
証
言
を
受
け
て
戸
籍
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
良
太
郎
の
妹
の
た
き
は
明
治
四
一
年
（
一

九
〇
八
）
の
出
生
だ
っ
た
の
で
、
時
期
に
矛
盾
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
井
澗
家
の
仏
壇
に
安

置
さ
れ
て
い
た
観
音
像
の
裏
に
「
楠
観
音

　
市
鹿
野
瀧
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
。
和
良

に
よ
る
と
、
こ
の
観
音
像
は
当
地
の
ク
ス
ノ
キ
か
ら
彫
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

次
に
、
当
時
の
線
香
水
車
の
位
置
を
父
の
証
言
を
も
と
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
下
滝

地
区
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。『
日
置
川
町
誌
』
や
『
和
歌
山
県
の
地
名
』
に
よ
る
と
、

当
時
の
下
滝
地
区
は
川
舟
の
交
通
の
要
所
で
、
日
置
川
の
河
口
か
ら
の
生
活
物
資
や
川
上
か

ら
の
資
源
や
加
工
品
な
ど
は
滝
の
船
着
き
場
に
集
積
さ
れ
、
山
間
部
に
も
か
か
わ
ら
ず
都
市

部
の
よ
う
に
店
が
連
な
り
、
付
近
の
村
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
て
混
雑
の
様
相
を
呈
し
て
い
た

と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
交
通
の
便
が
良
い
場
所
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
滝
で
の
操
業
は
水
不
足
で
水

写真３　  井澗家の仏壇に安置されて
いる観音像の背面（「楠観
音　市鹿野瀧」とある。）
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車
が
十
分
に
稼
働
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
四
年
後
の
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
す
さ
み

町
へ
操
業
の
場
を
移
し
た
。『
す
さ
み
町
誌
』
に
よ
る
と
、
す
さ
み
で
の
操
業
は
明
治
四
三

年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
戸
籍
の
転
入
手
続
き
よ
り
も
先
に
移
り
住
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ

る
。
戸
籍
で
は
市
鹿
野
村
へ
の
転
入
の
履
歴
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
墓
の
移
動
も
な
か
っ
た
の

で
、
当
初
か
ら
永
住
で
は
な
く
短
期
的
な
操
業
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

父
の
証
言
に
よ
り
、
市
鹿
野
村
で
の
操
業
以
降
の
経
緯
は
判
明
し
た
が
、
和
三
郎
が
な
ぜ

線
香
産
業
に
参
入
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
不
明

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
戸
籍
を
調
べ
る
過
程
で
和
三
郎
の
妻
・
か
ん
が
市
ノ
瀬
村
（
現
在
の
上
富
田

町
市
ノ
瀬
）
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
父
に
よ
る
と
、
和
三
郎
と
か
ん
は
お
見
合

い
で
の
結
婚
で
、
仲
人
に
よ
っ
て
富
田
坂
（
現
在
の
白
浜
町
）
で
待
ち
合
わ
せ
る
よ
う
指
示

を
受
け
、
お
互
い
気
に
入
れ
ば
そ
の
ま
ま
日
置
の
和
三
郎
宅
へ
連
れ
て
帰
る
よ
う
に
と
い
う

の
が
夫
妻
の
な
れ
そ
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。

同
じ
村
内
か
近
隣
の
村
と
の
婚
姻
が
多
い
時
代
に
、
わ
ざ
わ
ざ
流
域
の
違
う
遠
く
離
れ
た

市
ノ
瀬
村
か
ら
か
ん
が
嫁
い
で
き
た
こ
と
、
市
ノ
瀬
村
が
富
田
川
流
域
の
線
香
製
造
の
拠
点

で
あ
っ
た
こ
と
、
か
ん
と
の
結
婚
後
に
線
香
産
業
に
参
入
し
た
こ
と
か
ら
、
か
ん
が
線
香
産

業
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
査
で
、
市
ノ
瀬
村
の
工
場

の
一
つ
は
清
水
地
区
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ
が
、
同
地
区
内
に
か
ん
の
生
家
が

あ
っ
た
。
明
治
二
二
年
の
富
田
川
の
大
水
害
で
富
田
川
が
氾
濫
し
た
際
、
か
ん
は
不
老
明
神

の
松
の
木
に
登
っ
て
難
を
逃
れ
た
た
め
、
良
太
郎
は
生
前
、
こ
の
松
の
木
周
辺
の
掃
除
な
ど

も
時
折
行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る８

。
こ
の
不
老
明
神
も
、
か
ん
の
生
家
の
集
落
内
に
あ
る
。

な
お
、
曽
祖
父
・
良
太
郎
が
筆
者
の
父
・
和
良
を
伴
い
、
江
戸
時
代
に
井
澗
家
に
養
子
を

出
し
た
中
松
家
の
墓
に
参
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
墓
も
同
様
に
か
ん
の
生
家
の
集
落

に
存
在
す
る
。
良
太
郎
の
姉
妹
は
、
こ
こ
で
先
祖
供
養
の
法
要
も
あ
げ
た
と
い
う
。

一
年
（
一
九
〇
八
）、

良
太
郎
が
八
〜
九
歳

の
時
に
、
市
鹿
野
村

（
現
在
の
日
置
川
町

市
鹿
野
地
区
）
で
売

り
に
出
て
い
た
線
香

水
車
を
買
い
、
一
家

で
そ
の
地
へ
引
っ
越

し
た
。
そ
こ
は

「
滝
」
と
い
う
字
名
で
、
そ
こ
で
良
太
郎
の
妹
が
生
ま
れ
た
の
で
、「
た
き
」
と
名
付
け
た
ら

し
い
。
そ
の
場
所
で
は
年
間
を
通
し
て
水
車
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
安
定
し
た
水
量
を
確
保

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
水
量
が
豊
富
で
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
太
間
川
か
ら
水
を
引
い
て

い
る
す
さ
み
線
香
水
車
を
新
た
に
買
い
入
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」

父
の
証
言
を
受
け
て
戸
籍
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
良
太
郎
の
妹
の
た
き
は
明
治
四
一
年
（
一

九
〇
八
）
の
出
生
だ
っ
た
の
で
、
時
期
に
矛
盾
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
井
澗
家
の
仏
壇
に
安

置
さ
れ
て
い
た
観
音
像
の
裏
に
「
楠
観
音

　
市
鹿
野
瀧
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
。
和
良

に
よ
る
と
、
こ
の
観
音
像
は
当
地
の
ク
ス
ノ
キ
か
ら
彫
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

次
に
、
当
時
の
線
香
水
車
の
位
置
を
父
の
証
言
を
も
と
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
下
滝

地
区
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。『
日
置
川
町
誌
』
や
『
和
歌
山
県
の
地
名
』
に
よ
る
と
、

当
時
の
下
滝
地
区
は
川
舟
の
交
通
の
要
所
で
、
日
置
川
の
河
口
か
ら
の
生
活
物
資
や
川
上
か

ら
の
資
源
や
加
工
品
な
ど
は
滝
の
船
着
き
場
に
集
積
さ
れ
、
山
間
部
に
も
か
か
わ
ら
ず
都
市

部
の
よ
う
に
店
が
連
な
り
、
付
近
の
村
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
て
混
雑
の
様
相
を
呈
し
て
い
た

と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
交
通
の
便
が
良
い
場
所
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
滝
で
の
操
業
は
水
不
足
で
水

写真３　  井澗家の仏壇に安置されて
いる観音像の背面（「楠観
音　市鹿野瀧」とある。）
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い
う
。

片
側
八
艇
の
う
ち
、
四
艇
は
横
杵
、
反
対
側
の
四
艇
は
縦
杵
と
な
っ
て
お
り
、
力
の
強
い

縦
杵
（
ド
ウ
ツ
キ
）
の
方
で
目
の
粗
い
粉
を
搗
い
て
い
た
。

そ
の
他
、
篩
も
水
車
と
連
動
し
て
稼
働
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
製
粉
以
外
に
も
精

米
、
製
材
、
線
香
製
造
も
水
車
か
ら
動
力
を
得
て
い
た
と
い
う
。

水
車
に
落
ち
る
水
の
量
は
常
に
豊
富
で
、
余
分
な
水
を
逃
が
す
た
め
に
、
水
路
に
は
六
箇

所
も
の
洪
水
吐
や
バ
イ
パ
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
水
が
枯
れ
な
い
こ
と
は
大
き
な
利
点
で

は
あ
る
が
、
一
方
で
水
量
過
多
に
よ
る
回
転
速
度
の
調
節
が
随
時
必
要
に
な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。
筆
者
の
父
に
よ
る
と
、
水
車
の
手
前
で
は
最
後
の
洪
水
吐
と
な
る
速
度

調
整
用
の
バ
イ
パ
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
夜
中
に
雨
が
降
る
な
ど
し
て
増
水
し
た
際
は

水
車
の
回
転
音
が
早
く
な
る
た
め
、
良
太
郎
が
飛
び
起
き
て
水
車
小
屋
へ
走
り
、
回
転
速
度

を
調
節
し
て
い
た
と
い
う
。

『
市
ノ
瀬
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
』
に
よ
る
と
、
江
戸
期
の
藩
政
時
代
は
、
市
ノ
瀬
村
を

含
む
富
田
川
流
域
の
大
庄
屋
を
務
め
る
家
同
士
で
家
格
維
持
の
た
め
に
互
い
に
養
子
縁
組
を

は
か
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
井
澗
家
も
含
ま
れ
て
い
た９

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
か

ら
市
ノ
瀬
村
と
井
澗
家
に
密
接
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
明
治
時
代
の

線
香
産
業
参
入
に
至
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章
　
す
さ
み
線
香
水
車
の
構
造
と
製
粉
過
程
に
つ
い
て

第
一
節
　
水
車
と
付
帯
設
備
の
構
造

す
さ
み
線
香
水
車
は
、
直
径
一
五
尺
（
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
）
で
、
水
車
の
上
か
ら
水
を

落
と
す
上
掛
け
水
車
で
あ
る
。
水
路
か
ら
の
落
差
が
あ
る
た
め
で
、
国
内
の
線
香
水
車
の
大

き
さ
が
三
・
五
〜
五
メ
ー
ト
ル
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
平
均
的
な
大
き
さ

と
も
い
え
る
〔
中
川

　
一
九
九
一
〕。
水
源
は
太
間
川
で
、
上
流
の
取
水
口
か
ら
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
水
路
を
開
設
し
、
川

と
の
落
差
を
設
け
て
い
る
。

戦
後
、
筆
者
の
祖
父
・
潔
の
手
に

よ
っ
て
鉄
製
の
水
車
に
替
え
ら
れ
る
ま

で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
木
造
に
よ
る
も
の

だ
っ
た10

。
水
車
の
付
帯
設
備
と
し
て
、

水
車
を
中
心
と
し
て
両
隣
に
八
艇
ず
つ

合
計
一
六
艇
の
石
臼
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
石
臼
は
日
本
有
数
の
天
然
砥

石
で
あ
る
「
富
田
石
」
を
使
用
し
て
い

る
。
富
田
石
を
使
う
こ
と
で
、
摩
擦
熱

の
発
生
を
抑
制
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と

写真４　  横杵（奥に縦杵（ドウツキ）が見える。）（2020
年撮影）

図２　  水車小屋の平面図（図面作成は沖田茂利。測
量は筆者も共同で行った。）

写真５　  縦杵（ドウツキ）（横杵よりも強い力で粉を
搗いた。）（2020 年撮影）
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ウ
の
由
来
や
呼
称
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
引
き
続
き
調
査
を
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
。

水
車
や
そ
の
他
の
部
品
に
つ
い
て
は
、
木
製

か
ら
金
属
製
に
取
り
換
え
ら
れ
た
も
の
も
あ

る
。
潔
は
、
次
男
の
真
章
（
筆
者
の
叔
父
）
に

次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
る
。

「
一
〇
歳
の
頃
、
金
属
製
の
ギ
ア
を
天
秤
棒

に
吊
り
下
げ
、
安
居
か
ら
仏
坂
を
越
え
て
親
父

（
良
太
郎
）
と
二
人
で
運
ん
で
き
た
。
天
秤
棒

の
前
が
自
分
で
、
後
ろ
が
親
父
。
ギ
ア
が
重
く

て
、
天
秤
棒
が
肩
に
食
い
込
ん
で
痛
く
て
痛
く

て
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。
仏
坂
を
下
り
た
と
こ
ろ
へ
、
母
親
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
。

母
親
の
姿
が
目
に
入
っ
た
途
端
、
重
た
く
て
痛
く
て
嬉
し
く
て
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。」

和
良
に
よ
る
と
、
こ
の
時
運
ん
だ
ギ
ア
は
現
在
も
小
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
良
太
郎
の

長
男
が
船
大
工
と
し
て
日
本
郵
船
に
勤
め
て
神
戸
に
い
た
こ
と
か
ら
、
船
舶
関
係
の
機
械
に

使
用
さ
れ
て
い
た
ギ
ア
を
水
車
に
転
用
す
る
た
め
に
送
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

が
、
定
か
で
は
な
い
。

第
二
節
　
従
業
員

製
粉
か
ら
線
香
製
造
へ
と
事
業
を
拡
大
し
た
和
三
郎
と
良
太
郎
は
、
家
内
制
手
工
業
で
従

業
員
を
二
人
ほ
ど
雇
っ
て
い
た
。
父
が
良
太
郎
や
潔
か
ら
伝
え
聞
い
て
い
た
記
憶
に
よ
る

と
、
一
人
は
「
市
ノ
瀬
村
の
根
皆
田
の
山
本
ゲ
ン
さ
ん
」
で
、
も
う
一
人
は
「
岩
田
村
の
桑

場
コ
ウ
タ
ロ
ウ
さ
ん
」
だ
と
い
う
。
市
ノ
瀬
村
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
初
期
に
は
村
の

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
回
転
速
度
に
神
経
を
使
っ
て
い
た
理
由
の
一
つ
に
、
火
災
の
危
険
性
が

あ
っ
た
。
製
粉
の
過
程
で
発
生
す
る
摩
擦
熱
に
よ
り
、
火
災
で
焼
失
す
る
水
車
も
少
な
く
な

か
っ
た
と
い
う
。
古
座
川
で
線
香
水
車
を
操
業
し
て
い
た
三
栖
民
平
氏
も
、
一
度
摩
擦
熱
か

ら
出
火
し
て
慌
て
て
消
火
し
た
経
験
が
あ
っ
た
と
語
る
。
良
太
郎
と
取
引
き
の
あ
っ
た
有
田

地
方
で
蚊
取
り
線
香
を
製
造
し
て
い
た
紀
伊
國
屋
工
業
株
式
会
社
も
、
昭
和
三
八
年
の
火
災

で
当
時
の
資
料
が
消
失
し
て
い
た
。
乾
燥
し
た
線
香
の
原
料
は
、
火
の
気
が
あ
れ
ば
燃
料
の

ご
と
く
あ
っ
と
い
う
間
に
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

和
良
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
と
に
か
く
火
は
出
す
な
と
良
太
郎
に
き
つ
く
言
わ
れ
て
い

た
。
特
に
小
屋
の
中
で
は
マ
ッ
チ
は
絶
対
に
使
う
な
と
言
わ
れ
た
。
母
屋
（
自
宅
）
の
お
風

呂
の
火
の
管
理
の
こ
と
も
厳
し
か
っ
た
。」

こ
の
よ
う
に
、
木
製
の
機
械
で
燃
え
や
す
い
木
粉
を
生
産
す
る
こ
の
産
業
は
火
事
の
危
険

と
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
た
め
、
火
気
に
は
非
常
に
気
を
付
け
て
い
た
。

一
方
、
水
車
に
上
掛
け
で
落
と
さ
れ
た
水
は
、
見
事
な
石
積
み
の
水
路
を
抜
け
て
、
農
業

用
水
路
に
排
水
さ
れ
る
。
水
車
の
下
を
通
る
地
下
水
路
は
「
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
そ
の
語
源
は
不
明
だ
が
、
父
・
和
良
は
今
も
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
と
呼
び
、
祖
父
・

潔
が
遺
し
た
メ
モ
に
も
「
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
井
澗
家
の
水
車
下
を
通

る
水
路
の
他
に
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
知
ら
な
い
と
い
う
。
近
所
に
住
ん
で

い
た
松
本
文
昭
氏
も
、
そ
の
名
称
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
井
澗
家
が
独
自
の

呼
称
を
付
け
て
い
た
の
か
と
も
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
古
座
川
町
で
井
澗
家
と
同
様
に
線
香
水
車
を
操
業
し
て
い
た
三
栖
民
平
氏
に
よ

る
と
、
三
栖
家
に
お
い
て
も
水
車
の
下
を
通
る
水
路
は
「
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
」
と
呼
び
、
水

車
小
屋
の
前
を
流
れ
る
古
座
川
の
淵
を
「
シ
ャ
ミ
セ
ン
淵
」
と
呼
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

上
富
田
町
生
馬
の
大
宮
地
区
で
は
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
や
シ
ャ
ミ
セ
ン
淵
の
呼
称
は
な
か
っ
た

が
、
線
香
水
車
の
近
く
の
川
の
淵
を
「
線
香
淵
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド

写真６　  篩（右）に接続する木製のギア（複数の木
片を合わせて造られている。）（2020 年撮影）
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ウ
の
由
来
や
呼
称
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
引
き
続
き
調
査
を
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
。

水
車
や
そ
の
他
の
部
品
に
つ
い
て
は
、
木
製

か
ら
金
属
製
に
取
り
換
え
ら
れ
た
も
の
も
あ

る
。
潔
は
、
次
男
の
真
章
（
筆
者
の
叔
父
）
に

次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
る
。

「
一
〇
歳
の
頃
、
金
属
製
の
ギ
ア
を
天
秤
棒

に
吊
り
下
げ
、
安
居
か
ら
仏
坂
を
越
え
て
親
父

（
良
太
郎
）
と
二
人
で
運
ん
で
き
た
。
天
秤
棒

の
前
が
自
分
で
、
後
ろ
が
親
父
。
ギ
ア
が
重
く

て
、
天
秤
棒
が
肩
に
食
い
込
ん
で
痛
く
て
痛
く

て
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。
仏
坂
を
下
り
た
と
こ
ろ
へ
、
母
親
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
。

母
親
の
姿
が
目
に
入
っ
た
途
端
、
重
た
く
て
痛
く
て
嬉
し
く
て
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。」

和
良
に
よ
る
と
、
こ
の
時
運
ん
だ
ギ
ア
は
現
在
も
小
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
良
太
郎
の

長
男
が
船
大
工
と
し
て
日
本
郵
船
に
勤
め
て
神
戸
に
い
た
こ
と
か
ら
、
船
舶
関
係
の
機
械
に

使
用
さ
れ
て
い
た
ギ
ア
を
水
車
に
転
用
す
る
た
め
に
送
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

が
、
定
か
で
は
な
い
。

第
二
節
　
従
業
員

製
粉
か
ら
線
香
製
造
へ
と
事
業
を
拡
大
し
た
和
三
郎
と
良
太
郎
は
、
家
内
制
手
工
業
で
従

業
員
を
二
人
ほ
ど
雇
っ
て
い
た
。
父
が
良
太
郎
や
潔
か
ら
伝
え
聞
い
て
い
た
記
憶
に
よ
る

と
、
一
人
は
「
市
ノ
瀬
村
の
根
皆
田
の
山
本
ゲ
ン
さ
ん
」
で
、
も
う
一
人
は
「
岩
田
村
の
桑

場
コ
ウ
タ
ロ
ウ
さ
ん
」
だ
と
い
う
。
市
ノ
瀬
村
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
初
期
に
は
村
の

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
回
転
速
度
に
神
経
を
使
っ
て
い
た
理
由
の
一
つ
に
、
火
災
の
危
険
性
が

あ
っ
た
。
製
粉
の
過
程
で
発
生
す
る
摩
擦
熱
に
よ
り
、
火
災
で
焼
失
す
る
水
車
も
少
な
く
な

か
っ
た
と
い
う
。
古
座
川
で
線
香
水
車
を
操
業
し
て
い
た
三
栖
民
平
氏
も
、
一
度
摩
擦
熱
か

ら
出
火
し
て
慌
て
て
消
火
し
た
経
験
が
あ
っ
た
と
語
る
。
良
太
郎
と
取
引
き
の
あ
っ
た
有
田

地
方
で
蚊
取
り
線
香
を
製
造
し
て
い
た
紀
伊
國
屋
工
業
株
式
会
社
も
、
昭
和
三
八
年
の
火
災

で
当
時
の
資
料
が
消
失
し
て
い
た
。
乾
燥
し
た
線
香
の
原
料
は
、
火
の
気
が
あ
れ
ば
燃
料
の

ご
と
く
あ
っ
と
い
う
間
に
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

和
良
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
と
に
か
く
火
は
出
す
な
と
良
太
郎
に
き
つ
く
言
わ
れ
て
い

た
。
特
に
小
屋
の
中
で
は
マ
ッ
チ
は
絶
対
に
使
う
な
と
言
わ
れ
た
。
母
屋
（
自
宅
）
の
お
風

呂
の
火
の
管
理
の
こ
と
も
厳
し
か
っ
た
。」

こ
の
よ
う
に
、
木
製
の
機
械
で
燃
え
や
す
い
木
粉
を
生
産
す
る
こ
の
産
業
は
火
事
の
危
険

と
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
た
め
、
火
気
に
は
非
常
に
気
を
付
け
て
い
た
。

一
方
、
水
車
に
上
掛
け
で
落
と
さ
れ
た
水
は
、
見
事
な
石
積
み
の
水
路
を
抜
け
て
、
農
業

用
水
路
に
排
水
さ
れ
る
。
水
車
の
下
を
通
る
地
下
水
路
は
「
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
そ
の
語
源
は
不
明
だ
が
、
父
・
和
良
は
今
も
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
と
呼
び
、
祖
父
・

潔
が
遺
し
た
メ
モ
に
も
「
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
井
澗
家
の
水
車
下
を
通

る
水
路
の
他
に
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
知
ら
な
い
と
い
う
。
近
所
に
住
ん
で

い
た
松
本
文
昭
氏
も
、
そ
の
名
称
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
井
澗
家
が
独
自
の

呼
称
を
付
け
て
い
た
の
か
と
も
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
古
座
川
町
で
井
澗
家
と
同
様
に
線
香
水
車
を
操
業
し
て
い
た
三
栖
民
平
氏
に
よ

る
と
、
三
栖
家
に
お
い
て
も
水
車
の
下
を
通
る
水
路
は
「
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
」
と
呼
び
、
水

車
小
屋
の
前
を
流
れ
る
古
座
川
の
淵
を
「
シ
ャ
ミ
セ
ン
淵
」
と
呼
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

上
富
田
町
生
馬
の
大
宮
地
区
で
は
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
ウ
や
シ
ャ
ミ
セ
ン
淵
の
呼
称
は
な
か
っ
た

が
、
線
香
水
車
の
近
く
の
川
の
淵
を
「
線
香
淵
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
シ
ャ
ミ
セ
ン
ド

写真６　  篩（右）に接続する木製のギア（複数の木
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資
源
枯
渇
も
大
き
な
原
因
と
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

昭
和
八
年
頃
、
筆
者
の
曽
祖
父
・
良
太

郎
は
当
時
小
学
生
だ
っ
た
次
男
・
潔
（
一

九
二
一
〜
二
〇
〇
六
）
と
三
男
・
三
郎

（
一
九
二
三
〜
二
〇
〇
？
）
を
連
れ
て
、
タ

ブ
ノ
キ
を
調
達
す
る
た
め
に
遠
く
九
州
の

宮
崎
県
高
千
穂
地
方
に
出
張
し
た
と
い
う
。

太
間
川
沿
い
で
の
タ
ブ
ノ
キ
の
調
達
が
難

し
く
な
っ
た
た
め
に
、
温
暖
な
気
候
を
好

む
タ
ブ
ノ
キ
が
多
く
自
生
す
る
九
州
地
方

へ
買
い
付
け
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。

高
千
穂
で
買
い
集
め
た
タ
ブ
ノ
キ
は
、
現
地
で
粉
砕
さ
れ
、
船
便
で
す
さ
み
町
へ
送
ら
れ

た
。
粉
砕
機
と
発
動
機
は
す
さ
み
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
、
現
地
で
粉
砕
す
る
こ
と
で
荷

の
嵩
を
減
ら
し
、
輸
送
時
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

生
前
の
三
郎
氏
が
過
去
に
「
数
か
月
高
千
穂
へ
連
れ
て
い
か
れ
た
間
、
小
学
校
に
通
え
な

か
っ
た
の
で
成
績
が
悪
か
っ
た
」
と
話
し
て
お
り
、
発
動
機
や
粉
砕
機
な
ど
の
機
械
を
持
ち

込
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
宮
崎
県
で
の
材
料
調
達
は
長
期
滞
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。戦

後
は
太
間
川
流
域
や
古
座
川
流
域
、
串
本
町
の
田
並
地
区
や
紀
伊
大
島
か
ら
引
き
続
き

タ
ブ
ノ
キ
を
調
達
し
て
い
た
。
幼
い
和
良
を
オ
ー
ト
三
輪
（
通
称
バ
タ
コ
）
に
乗
せ
、
そ
れ

ら
の
地
域
を
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
五
〇
〜
六
〇
代
の
女
性
が
線
香
シ
バ
を
背
負
っ
て
納

品
に
来
て
い
た
光
景
も
、
和
良
が
記
憶
し
て
い
る
。
井
澗
家
が
所
有
す
る
山
に
は
タ
ブ
ノ
キ

が
な
か
っ
た
の
で
、
井
澗
家
の
人
々
は
採
集
に
従
事
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

工
産
額
の
半
分
以
上
が
線
香
製
造
業
に
よ
る
も
の
で
、
線
香
製
造
に
従
事
し
て
い
た
人
も
多

か
っ
た
と
推
察
す
る
。

岩
田
村
は
市
ノ
瀬
村
の
下
流
に
隣
接
す
る
村
で
あ
る
。
福
田
茂
一
氏
（
一
九
二
二
〜
）
に

よ
る
と
、
岩
田
村
で
最
初
に
線
香
製
造
を
始
め
た
の
が
笠
松
家
で
、
岩
田
村
の
立
平
井
の
谷

地
区
に
線
香
水
車
と
工
場
が
あ
っ
た
。
桑
場
氏
は
元
々
、
こ
の
笠
松
家
の
線
香
工
場
の
線
香

職
人
で
、
岩
田
村
の
線
香
水
車
が
水
不
足
で
操
業
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
さ
み
の

井
澗
家
へ
線
香
製
造
の
技
術
を
教
え
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
桑
場
氏
は
聴
力
に
障
害
が

あ
っ
た
が
、
住
み
込
み
で
仕
事
を
す
る
傍
ら
、
良
太
郎
の
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
も
見
て
い
た

そ
う
で
あ
る
。
終
戦
の
五
〜
六
年
後
、
採
算
が
合
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
井
澗
家
が
線
香

製
造
を
止
め
た
が
、
戦
前
に
は
桑
場
氏
は
辞
め
て
岩
田
村
へ
帰
っ
て
い
た
と
い
う
。

第
三
節
　
原
料
調
達

線
香
の
原
料
は
、
ス
ギ
と
タ
ブ
ノ
キ
の
枝
葉
で
あ
る
。
ス
ギ
が
主
成
分
で
、
粘
着
性
の
あ

る
タ
ブ
ノ
キ
が
つ
な
ぎ
の
役
目
を
果
た
し
た
。
そ
の
二
種
類
の
樹
木
の
枝
葉
を
粉
砕
し
、
線

香
水
車
に
よ
る
動
力
で
搗
い
て
粉
に
す
る
。
そ
の
粉
を
線
香
工
場
に
出
荷
す
る
の
で
あ
る
。

筆
者
の
父
・
和
良
に
よ
る
と
、
良
太
郎
は
ス
ギ
の
枝
葉
を
冬
場
の
林
業
の
搬
出
現
場
や
土

場
な
ど
で
調
達
し
て
い
た
。
一
定
量
を
束
に
し
た
も
の
を
買
い
付
け
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。

す
さ
み
町
は
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
た
め
、
ス
ギ
は
い
つ
で
も
十
分
な
量
が
手
に
入
っ
た
。

タ
ブ
ノ
キ
は
ク
ス
ノ
キ
科
の
広
葉
樹
で
、
雑
木
山
に
自
生
し
て
い
る
。
太
間
川
流
域
で

は
、
線
香
用
に
採
集
し
た
タ
ブ
ノ
キ
の
枝
葉
の
こ
と
を
「
線
香
シ
バ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
採

集
す
る
の
は
、
地
区
周
辺
の
婦
女
子
で
、
こ
れ
は
太
間
川
流
域
だ
け
で
な
く
、
調
査
し
た
同

町
内
の
佐
本
地
区
や
、
古
座
川
町
、
串
本
町
（
紀
伊
大
島
）、
中
辺
路
町
、
上
富
田
町
の
い

ず
れ
の
地
区
の
線
香
水
車
に
お
い
て
も
同
様
の
形
態
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
戦
後
に
線
香
産
業
が
衰
退
し
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
背
景
に
は
、
タ
ブ
ノ
キ
の

写真７　  筆者の父・和良兄弟（線香シバの束に腰か
けている。）（1964 年頃撮影）
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も
の
（
も
っ
と
も
乾
燥
し
た
も
の
）
か
ら
順
に
粉
砕
機
に
か
け
ら
れ
る
。
粉
砕
機
は
発
動
機

で
動
か
す
。
乾
燥
し
た
ス
ギ
や
タ
ブ
ノ
キ
を
粉
砕
機
で
チ
ッ
プ
状
に
粉
砕
し
、
そ
れ
を
石
臼

の
中
に
入
れ
、
三
日
三
晩
ほ
ど
水
車
の
動
力
で
搗
く
。

最
初
は
横
杵
で
粗
く
搗
き
、
篩
に
か
け
て
残
っ
た
粗
い
も
の
は
、
縦
杵
（
ド
ウ
ツ
キ
）
の

方
の
臼
に
入
れ
る
。
縦
杵
の
方
が
搗
く
力
が
強
い
の
だ
と
い
う
。

小
屋
の
中
は
搗
く
過
程
で
舞
い
上
が
っ
た
粉
で
ど
こ
も
か
し
こ
も
黄
み
が
か
っ
て
お
り
、

小
屋
の
中
で
作
業
を
す
る
と
全
身
に
粉
が
付
着
し
て
大
変
だ
っ
た
そ
う
だ
。

そ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
製
品
（
粉
）
は
、
米
袋
や
セ
メ
ン
ト
袋
に
入
れ
て
出
荷
し
た
。

線
香
製
造
も
、
プ
レ
ス
な
ど
の
動
力
は
水
車
に
頼
っ
て
い
た
。
筆
者
の
父
が
生
ま
れ
た
頃

に
は
既
に
線
香
の
製
造
は
止
め
て
お
り
、
線
香
製
造
過
程
の
詳
細
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ

る
。第

五
節
　
出
荷
・
取
引
先
等

出
荷
先
は
主
に
東
京
方
面
で
、
大
正
期
に
は
「
紀
州
線
香
」
と
し
て
東
京
市
場
で
は
一
定

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る 

〔
田
辺
木
材
協
同
組
合

　
二
〇
〇
三
〕。『
す
さ
み

町
誌
』
に
は
、
周
参
見
港
か
ら
串
本
へ
運
ん
だ
あ
と
、
積
み
替
え
て
東
京
方
面
へ
出
荷
し
た

と
あ
る
。

井
澗
家
も
東
京
の
市
場
が
主
な
取
引
先
だ
っ
た
が
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
八
）
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
で
多
く
の
不
渡
手
形
を
出
し
、
井
澗
家
は
経
済
的
に
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
も
生
業
を
続
け
て
い
る
こ
と
、
馬
に
製
品
を
載
せ
て

仏
坂
を
越
え
て
日
置
川
方
面
へ
輸
送
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
東
方
面
以
外
に
も
販
路
や
取

引
先
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

操
業
当
時
の
記
録
は
、
平
成
一
〇
年
の
台
風
で
水
車
小
屋
に
隣
接
す
る
良
太
郎
の
自
宅
が

倒
壊
し
た
際
に
全
て
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
書
物
の
類
は
、
太
間
川
の
川
原
で
焼
い
て
し

ま
た
、
良
太
郎
は
和
良
が
一
〇
歳
の
頃
（
一
九
六
四
）、
線
香
シ
バ
の
買
い
付
け
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
を
訪
ね
て
紀
伊
大
島
へ
行
っ
た
と
い
う
。
タ
ブ
ノ
キ
の
採
集
に
あ
た
っ
て

い
た
方
々
が
ご
健
在
の
う
ち
に
あ
い
さ
つ
回
り
を
し
た
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
和
良
を
連
れ

て
紀
伊
大
島
の
各
地
区
を
回
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
紀
伊
大
島
で
の
タ
ブ
ノ
キ
の
買
い
付
け
に

つ
い
て
は
、
上
野
一
夫
氏
も
「
櫨
庄
屋
」
の
中
で
言
及
し
て
い
る
〔
上
野

　
二
〇
一
九
〕。

線
香
水
車
の
近
所
に
住
ん
で
い
た
松
本
文
昭
氏
（
六
九
歳
）
は
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
に

行
く
際
の
お
小
遣
い
を
線
香
シ
バ
で
稼
い
だ
と
話
す
。

「
線
香
シ
バ
の
買
取
価
格
は
一
貫
一
〇
円
で
、
当
時
は
親
に
一
〇
円
を
せ
び
る
の
も
申
し

訳
な
い
額
だ
っ
た
が
、
線
香
シ
バ
は
す
ぐ
に
一
貫
の
量
を
集
め
ら
れ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
良
い
お
小
遣
い
稼
ぎ
に
な
っ
た
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち
は
タ
ブ
ノ
キ
の
見
分
け
方

を
知
っ
て
お
り
、
自
分
も
良
太
郎
に
見
分
け
方
を
教
わ
っ
た
。
お
弁
当
を
携
え
て
遠
く
の
山

へ
採
集
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ク
ス
ノ
キ
と
間
違
っ
て
持
ち
込
む
人
、
貫
目
を
重
く

見
せ
る
た
め
に
太
い
枝
を
混
ぜ
る
人
も
い
た
。」

な
お
、
現
在
は
戦
後
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
拡
大
造
林
や
里
山
の
荒
廃
に
よ
り
、
太
間
川
流

域
や
す
さ
み
周
辺
で
は
タ
ブ
ノ
キ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
〔
紀
南
文
化
財
研
究
会

　

二
〇
〇
八
〕。
現
在
、
和
歌
山
県
内
で
杉
線
香
等
を
製
造
し
て
い
る
和
歌
山
香
醸
の
脇
村
正

次
氏
に
よ
る
と
、
原
料
の
ス
ギ
粉
や
タ
ブ
粉
は
九
州
産
や
外
国
産
で
ま
か
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
蚊
取
り
線
香
製
造
業
に
お
い
て
も
、
原
料
は
九
州
産
が
主
流
と
な
っ
て
い
る

〔
南
海
道
総
合
研
究
所
事
務
局

　
一
九
八
五
〕。

第
四
節
　
製
粉
・
線
香
製
造
の
過
程

ス
ギ
の
伐
採
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
厳
冬
期
に
伐
採
現
場
で
集
め
ら
れ
た
枝
葉
は
、
水
車
小
屋

の
正
面
の
石
畳
に
並
べ
ら
れ
、
葉
が
茶
色
に
な
る
ま
で
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
水
車
小
屋

の
二
階
へ
搬
入
し
、
再
び
乾
燥
の
過
程
を
設
け
る
。
二
階
の
配
置
は
決
ま
っ
て
お
り
、
古
い



 ― 141 ― 

和歌山県すさみ町の線香産業

も
の
（
も
っ
と
も
乾
燥
し
た
も
の
）
か
ら
順
に
粉
砕
機
に
か
け
ら
れ
る
。
粉
砕
機
は
発
動
機

で
動
か
す
。
乾
燥
し
た
ス
ギ
や
タ
ブ
ノ
キ
を
粉
砕
機
で
チ
ッ
プ
状
に
粉
砕
し
、
そ
れ
を
石
臼

の
中
に
入
れ
、
三
日
三
晩
ほ
ど
水
車
の
動
力
で
搗
く
。

最
初
は
横
杵
で
粗
く
搗
き
、
篩
に
か
け
て
残
っ
た
粗
い
も
の
は
、
縦
杵
（
ド
ウ
ツ
キ
）
の

方
の
臼
に
入
れ
る
。
縦
杵
の
方
が
搗
く
力
が
強
い
の
だ
と
い
う
。

小
屋
の
中
は
搗
く
過
程
で
舞
い
上
が
っ
た
粉
で
ど
こ
も
か
し
こ
も
黄
み
が
か
っ
て
お
り
、

小
屋
の
中
で
作
業
を
す
る
と
全
身
に
粉
が
付
着
し
て
大
変
だ
っ
た
そ
う
だ
。

そ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
製
品
（
粉
）
は
、
米
袋
や
セ
メ
ン
ト
袋
に
入
れ
て
出
荷
し
た
。

線
香
製
造
も
、
プ
レ
ス
な
ど
の
動
力
は
水
車
に
頼
っ
て
い
た
。
筆
者
の
父
が
生
ま
れ
た
頃

に
は
既
に
線
香
の
製
造
は
止
め
て
お
り
、
線
香
製
造
過
程
の
詳
細
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ

る
。第

五
節
　
出
荷
・
取
引
先
等

出
荷
先
は
主
に
東
京
方
面
で
、
大
正
期
に
は
「
紀
州
線
香
」
と
し
て
東
京
市
場
で
は
一
定

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る 

〔
田
辺
木
材
協
同
組
合

　
二
〇
〇
三
〕。『
す
さ
み

町
誌
』
に
は
、
周
参
見
港
か
ら
串
本
へ
運
ん
だ
あ
と
、
積
み
替
え
て
東
京
方
面
へ
出
荷
し
た

と
あ
る
。

井
澗
家
も
東
京
の
市
場
が
主
な
取
引
先
だ
っ
た
が
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
八
）
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
で
多
く
の
不
渡
手
形
を
出
し
、
井
澗
家
は
経
済
的
に
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
も
生
業
を
続
け
て
い
る
こ
と
、
馬
に
製
品
を
載
せ
て

仏
坂
を
越
え
て
日
置
川
方
面
へ
輸
送
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
東
方
面
以
外
に
も
販
路
や
取

引
先
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

操
業
当
時
の
記
録
は
、
平
成
一
〇
年
の
台
風
で
水
車
小
屋
に
隣
接
す
る
良
太
郎
の
自
宅
が

倒
壊
し
た
際
に
全
て
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
書
物
の
類
は
、
太
間
川
の
川
原
で
焼
い
て
し

ま
た
、
良
太
郎
は
和
良
が
一
〇
歳
の
頃
（
一
九
六
四
）、
線
香
シ
バ
の
買
い
付
け
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
を
訪
ね
て
紀
伊
大
島
へ
行
っ
た
と
い
う
。
タ
ブ
ノ
キ
の
採
集
に
あ
た
っ
て

い
た
方
々
が
ご
健
在
の
う
ち
に
あ
い
さ
つ
回
り
を
し
た
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
和
良
を
連
れ

て
紀
伊
大
島
の
各
地
区
を
回
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
紀
伊
大
島
で
の
タ
ブ
ノ
キ
の
買
い
付
け
に

つ
い
て
は
、
上
野
一
夫
氏
も
「
櫨
庄
屋
」
の
中
で
言
及
し
て
い
る
〔
上
野

　
二
〇
一
九
〕。

線
香
水
車
の
近
所
に
住
ん
で
い
た
松
本
文
昭
氏
（
六
九
歳
）
は
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
に

行
く
際
の
お
小
遣
い
を
線
香
シ
バ
で
稼
い
だ
と
話
す
。

「
線
香
シ
バ
の
買
取
価
格
は
一
貫
一
〇
円
で
、
当
時
は
親
に
一
〇
円
を
せ
び
る
の
も
申
し

訳
な
い
額
だ
っ
た
が
、
線
香
シ
バ
は
す
ぐ
に
一
貫
の
量
を
集
め
ら
れ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
良
い
お
小
遣
い
稼
ぎ
に
な
っ
た
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち
は
タ
ブ
ノ
キ
の
見
分
け
方

を
知
っ
て
お
り
、
自
分
も
良
太
郎
に
見
分
け
方
を
教
わ
っ
た
。
お
弁
当
を
携
え
て
遠
く
の
山

へ
採
集
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ク
ス
ノ
キ
と
間
違
っ
て
持
ち
込
む
人
、
貫
目
を
重
く

見
せ
る
た
め
に
太
い
枝
を
混
ぜ
る
人
も
い
た
。」

な
お
、
現
在
は
戦
後
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
拡
大
造
林
や
里
山
の
荒
廃
に
よ
り
、
太
間
川
流

域
や
す
さ
み
周
辺
で
は
タ
ブ
ノ
キ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
〔
紀
南
文
化
財
研
究
会

　

二
〇
〇
八
〕。
現
在
、
和
歌
山
県
内
で
杉
線
香
等
を
製
造
し
て
い
る
和
歌
山
香
醸
の
脇
村
正

次
氏
に
よ
る
と
、
原
料
の
ス
ギ
粉
や
タ
ブ
粉
は
九
州
産
や
外
国
産
で
ま
か
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
蚊
取
り
線
香
製
造
業
に
お
い
て
も
、
原
料
は
九
州
産
が
主
流
と
な
っ
て
い
る

〔
南
海
道
総
合
研
究
所
事
務
局

　
一
九
八
五
〕。

第
四
節
　
製
粉
・
線
香
製
造
の
過
程

ス
ギ
の
伐
採
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
厳
冬
期
に
伐
採
現
場
で
集
め
ら
れ
た
枝
葉
は
、
水
車
小
屋

の
正
面
の
石
畳
に
並
べ
ら
れ
、
葉
が
茶
色
に
な
る
ま
で
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
水
車
小
屋

の
二
階
へ
搬
入
し
、
再
び
乾
燥
の
過
程
を
設
け
る
。
二
階
の
配
置
は
決
ま
っ
て
お
り
、
古
い
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現
在
に
至
る
ま
で
、
水
車
小
屋
の
二
階
に
は
乾
燥
さ
せ
て
い
た
ス
ギ
の
束
等
が
当
時
の
ま

ま
大
量
に
残
っ
て
い
る
。

第
四
章
　
す
さ
み
町
内
の
そ
の
他
の
線
香
水
車
に
つ
い
て

す
さ
み
町
で
は
、
入
谷
地
区
に
あ
る
井
澗
家
の
線
香
水
車
の
他
に
、
佐
本
地
区
に
も
う
一

軒
線
香
水
車
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

佐
本
地
区
は
す
さ
み
町
の
東
部
に
位
置
し
、
太
間
川
と
は
別
の
古
座
川
流
域
に
あ
た
る
。

佐
本
川
の
支
流
の
中
の
川
か
ら
水
路
を
引
き
、
操
業
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
佐
本
地
区
在
住

で
、
操
業
当
時
を
知
る
白
滝
寛
志
氏
（
九
〇
歳
）
に
よ
る
と
、
佐
本
地
区
の
線
香
水
車
の
起

源
は
定
か
で
は
な
い
が
、
戦
後
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
頃
に
廃
業
し
た
と
い
う
。

水
車
の
大
き
さ
は
直
径
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
石
臼
は
八
基
。
四
基
は
製
粉
に
使
用
し
、

残
る
四
基
は
空
だ
っ
た
。
従
業
員
は
県
外
か
ら
招
い
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

白
滝
氏
に
よ
れ
ば
、「
材
料
を
採
取
し
て
く
る
の
は
主
に
近
所
の
女
性
で
、
母
も
小
遣
い

稼
ぎ
で
採
取
に
出
向
い
て
い
た
。
枝
付
き
だ
と
目
方
が
重
く
な
る
の
で
良
か
っ
た
。
当
時
は

い
い
仕
事
に
な
っ
た
。
一
〇
貫
（
約
一
三
キ
ロ
）
く
ら
い
背
負
っ
て
き
た
。」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
材
料
調
達
の
手
段
は
入
谷
地
区
と
ほ
ぼ
同
じ
条
件
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

戦
時
中
に
お
い
て
は
、
政
府
が
奨
励
し
た
松
根
油
の
製
造
に
切
り
替
え
、
戦
後
は
線
香
製

造
に
戻
っ
た
と
い
う
。
戦
後
数
年
で
廃
業
し
た
理
由
は
、
雑
木
林
が
人
工
林
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
た
た
め
、
原
料
に
な
る
タ
ブ
ノ
キ
が
枯
渇
し
た
こ
と
に
よ
る
。
同
じ
く
佐
本
地
区
在
住

の
楠
本
氏
（
九
〇
歳
）
に
よ
る
と
、
佐
本
周
辺
で
採
れ
る
タ
ブ
ノ
キ
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

頃
、
女
性
た
ち
は
庚
申
さ
ん
の
敷
地
に
生
え
て
い
る
タ
ブ
ノ
キ
の
枝
も
伐
る
よ
う
に
な
り
、

子
ど
も
な
が
ら
に
「
罰
当
た
り
な
こ
と
を
す
る
。」
と
感
じ
て
い
た
と
語
る
。

古
座
川
町
の
旧
七
川
村
で
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
創
業
の
線
香
水
車
を
継
い
で
操
業

し
て
い
た
三
栖
民
平
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
頃
に
す
さ
み
町
佐
本
の
線

ま
っ
た
と
い
う
。

手
元
に
は
操
業
当
時

を
知
る
こ
と
の
で
き
る

資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
な
い
も
の
の
、
有

田
地
方
の
蚊
取
り
線
香

製
造
会
社
で
あ
る
紀
伊

國
屋
工
業
株
式
会
社
と

の
取
引
を
示
す
ハ
ガ
キ11

が
残
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
戦
後
も
蚊
取
り
線
香
用
の
原
料
と
し
て
タ
ブ
粉
を
納
品
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
写

真
二
二
）。

第
六
節
　
廃
業

筆
者
の
父
・
和
良
は
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
物
心
が
つ
い
た

頃
に
は
線
香
製
造
は
廃
業
し
、
製
粉
の
み
の
操
業
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
線
香
製
造

に
使
っ
て
い
た
機
械
類
は
、
上
富
田
町
朝
来
で
線
香
製
造
業
を
営
ん
で
い
た
坂
本
家
へ
譲
ら

れ
た
と
い
う
。

製
粉
の
廃
業
は
一
九
七
〇
年
ご
ろ
で
、
良
太
郎
が
ち
ょ
う
ど
古
希
を
迎
え
た
頃
に
あ
た

る
。
一
九
八
五
年
に
は
、
有
田
地
方
の
蚊
取
り
線
香
の
原
料
も
九
州
産
の
ス
ギ
粉
と
タ
ブ
粉

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
井
澗
家
の
廃
業
を
最
後
に
和
歌
山
県
内
で
原
料
を
調
達
で
き
な
く

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
南
海
道
総
合
研
究
所
事
務
局

　
一
九
八
五
〕。
親
族
に
水
車
小
屋

の
跡
を
継
ぐ
者
も
な
く
、
以
来
水
車
小
屋
は
設
備
を
残
し
た
ま
ま
倉
庫
代
わ
り
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

写真 22　  紀伊國屋工業株式会社との取引
を示すハガキ
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イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
二
〇
二
一
年
度
の
活
動
の
見
通
し
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
会

報
誌
の
発
行
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

現
在
、
二
〇
二
一
年
度
の
文
化
庁
の
調
査
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
老
朽
化
し
た
水
車

小
屋
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
の
応
急
措
置
を
施
し
た
後
は
、
調
査
が
終
わ
る
ま
で
手
を
付
け
ら

れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
良
太
郎
の
六
男
・
宗
三
氏
が
、
二
〇
二
〇
年
に
亡
く
な
る
直

前
に
「
水
車
小
屋
の
二
階
に
、
元
々
使
っ
て
い
た
木
製
の
部
品
を
か
た
め
て
置
い
て
あ
る
」

と
証
言
し
て
お
り
、
当
時
を
物
語
る
遺
構
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
貴
重
な
発
見
が
隠
れ
て
い
る
可

能
性
が
大
い
に
あ
り
そ
う
だ
。
実
際
に
柱
の
補
強
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
、
建
造
当
時
の
木

製
の
ギ
ア
が
天
井
か
ら
落
下
し
、
ギ
ア
が
一
枚
板
で
は
な
く
複
数
の
部
材
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。

今
後
、
文
化
庁
の
調
査
を
待
ち
つ
つ
、
並
行
し
て
聞
き
取
り
調
査
や
文
献
等
の
調
べ
を
進

め
、
井
澗
家
の
線
香
水
車
と
と
も
に
紀
伊
半
島
の
線
香
産
業
の
実
態
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
明

ら
か
に
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
は
筆
者
の
祖
父
・
潔
の
一
七
回
忌
、
二
〇
二
三
年
に
は
曽
祖
父
・
良
太
郎
の

三
三
回
忌
を
迎
え
る
。
二
〇
二
四
年
は
、
高
祖
父
の
和
三
郎
の
一
〇
〇
回
忌
も
控
え
て
い

る
。
筆
者
の
記
憶
で
は
、
生
前
の
祖
父
や
曽
祖
父
か
ら
水
車
の
話
を
聞
い
た
こ
と
は
一
度
も

な
く
、
い
ま
わ
の
際
に
祖
父
・
潔
が
遺
し
た
メ
モ
（
参
考
資
料
参
照
）
か
ら
察
す
る
ば
か
り

で
は
あ
る
が
、
祖
父
が
線
香
産
業
や
水
車
に
見
切
り
を
つ
け
な
が
ら
も
望
郷
の
思
い
を
水
車

の
音
に
添
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
水
車
本
体
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
記
憶
も
守
り
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
、
今
回
思
い
切
っ
て
筆
を
と
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
聞
き
取
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
地
域
の
み
な
さ
ま
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
近
畿
大
学
の
藤
井
弘
章
先
生
、
す
さ
み
線
香
水

車
の
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

香
水
車
が
廃
業
し
た
際
、
残
っ
て
い
た
原
料
の
タ
ブ
ノ
キ
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
。

ま
た
、
す
さ
み
町
文
化
財
審
議
委
員
長
の
小
倉
重
起
氏
に
よ
る
と
、
線
香
水
車
が
廃
業
し

た
後
は
そ
の
動
力
を
活
か
し
た
製
材
工
場
に
な
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
佐
本
で
は
、
水
車
を

使
っ
た
動
力
源
は
非
常
に
珍
し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
跡
地
は
製
材
工
場
と
し
て
も
使

え
る
ほ
ど
の
広
さ
で
、
当
時
の
佐
本
村
村
長
の
藤
本
氏
が
経
営
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
藤
本
氏
の
娘
の
花
子
氏
（
一
九
三
四
〜
）
に
取
材
を
試
み
た
が
、
花
子
氏
は
女
学
校
進

学
の
た
め
に
小
学
校
卒
業
後
に
田
辺
市
へ
下
宿
し
て
お
り
、
佐
本
で
父
が
携
わ
っ
て
い
た
事

業
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
白
滝
氏
は
後
年
、
地
籍
調
査
の
業
務
に
携
わ
っ
た
折
に
入
谷
地
区
に
あ
る
井
澗
家

の
水
車
小
屋
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
佐
本
地
区
の
水
車
よ
り
も
大
き
く
、
石
臼
の
数
も
た

く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
大
変
驚
い
た
そ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
す
さ
み
線
香
水
車
復
活
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
二
〇
二
〇
年
度
の
地
域
課
題
解

決
型
起
業
支
援
補
助
金
（
わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団
）
を
活
用
し
、
筆
者
の
弟
・
井
澗
洸
介

（
一
九
八
九
〜
）
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
太
間
川
流

域
に
お
い
て
、
水
車
小
屋
を
修
復
し
、
か
つ
て
地
域
の
人
々
が
線
香
シ
バ
を
集
め
て
持
ち
込

ん
で
い
た
頃
の
よ
う
な
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
地
域
課

題
を
解
決
し
、
関
係
人
口
を
繋
ぐ
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
文
化
的
価
値
を
再

認
識
し
、
貴
重
な
産
業
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
保
存
す
る
と
共
に
、SD

Gs

の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
水
路
を
活
用
し
た
発
電
や
動
力
源
と
し
て
の
活
用
等
を
目
指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年
一
月
に
は
、
す
さ
み
線
香
水
車
の
保
存
や
活
用
を
担
っ
て
い
く
有

志
の
団
体
「
す
さ
み
線
香
水
車
た
ま
ぐ
す
の
会
」
が
発
足
し
た
。
地
元
関
係
者
を
は
じ
め
、

線
香
関
連
企
業
な
ど
多
方
面
か
ら
多
く
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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後
、
文
化
庁
の
調
査
を
待
ち
つ
つ
、
並
行
し
て
聞
き
取
り
調
査
や
文
献
等
の
調
べ
を
進

め
、
井
澗
家
の
線
香
水
車
と
と
も
に
紀
伊
半
島
の
線
香
産
業
の
実
態
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
明

ら
か
に
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
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は
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の
祖
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・
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の
一
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、
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に
は
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・
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三
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回
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を
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刊
行
会

三
和
イ
ン
セ
ク
テ
ィ
サ
イ
ド
社
史
編
纂
委
員
会
編

　
二
〇
一
九

　『
三
和
イ
ン
セ
ク
テ
ィ
サ

イ
ド
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』　
三
和
イ
ン
セ
ク
テ
ィ
サ
イ
ド

下
中
邦
彦

　
一
九
八
三

　『
和
歌
山
県
の
地
名
』　
株
式
会
社
平
凡
社

社
団
法
人
鉄
道
貨
物
協
会
天
王
寺
支
部

　
一
九
五
六

　『
南
近
畿
の
物
産
案
内
』　
社
団
法
人

鉄
道
貨
物
協
会
天
王
寺
支
部

杉
谷
政
樹

　
二
〇
一
〇

　「
杉
葉
線
香
の
製
造
機
械
類
」　
三
重
県
環
境
生
活
部
文
化
振
興
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　https://w
w

w
.bunka.pref.m

ie.lg.jp/rekishi/kenshi/asp/shijyo/

detail.asp?record=612

す
さ
み
町

　
二
〇
二
〇

　『
す
さ
み
町 

第
五
次 

長
期
総
合
計
画
』

す
さ
み
町
誌
編
纂
委
員
会

　
一
九
七
八

　『
す
さ
み
町
誌
』
上
巻

　
す
さ
み
町

田
辺
木
材
協
同
組
合

　
二
〇
〇
三

　『
木
に
生
き
る
』　
田
辺
木
材
協
同
組
合

土
井
幹
夫

　
一
八
八
五

　「
線
香
原
料
杉
葉
粉
解
説
」『
山
林
』
四
三

中
川
徹

　
一
九
九
一

　「
我
が
国
に
お
け
る
水
車
使
用
の
現
況
」　『
タ
ー
ボ
機
械
』
一
九

（
二
）
一
般
社
団
法
人 

タ
ー
ボ
機
械
協
会

南
海
道
総
合
研
究
所
事
務
局

　
一
九
八
五

　『
和
歌
山
の
地
場
産
業
』　
南
海
道
総
合
研
究
所

日
本
地
域
社
会
研
究
所

　
一
九
七
六

　『
日
本
の
郷
土
産
業
４

　
近
畿
』　
新
人
物
往
来
社

浜
岡
き
み
子
編

　
一
九
九
八

　『
淡
路
い
ち
の
み
や
の
香
り
』　
淡
路
市
教
育
委
員
会

日
置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

　
二
〇
〇
〇

　『
日
置
川
町
誌

　
通
史
編

　
下
』　
日
置
川
町

藤
井
弘
章

　
二
〇
二
一
a

　「
線
香
・
蚊
取
り
線
香
原
料
と
し
て
の
タ
ブ
粉
の
歴
史
」　
近
畿

大
学
文
芸
学
部
論
集
『
文
学
・
芸
術
・
文
化
』
第
三
三
巻
第
一
号

藤
井
弘
章

　
二
〇
二
一
b

　「
線
香
原
料
（
タ
ブ
粉
・
ス
ギ
粉
）
製
粉
の
歴
史
と
民
俗
‐
和

歌
山
県
古
座
川
流
域
・
三
栖
家
の
製
粉
場
（
線
香
水
車
）
と
製
粉
工
程
‐
」　
近
畿
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
紀
要
『
混
沌
』
一
八

（
参
考
文
献
）

生
馬
郷
土
史 

小
学
校
百
年
誌
編
輯
委
員
会

　
一
九
八
〇

　『
生
馬
郷
土
史

　
小
学
校
百
年

誌
』　
生
馬
小
学
校
百
年
祭
実
行
委
員
会

市
ノ
瀬
小
学
校
百
年
祭
実
行
委
員
会

　
一
九
七
八

　『
市
ノ
瀬
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
』

宇
井
縫
藏

　
一
九
二
九

　『
紀
州
植
物
誌
』　
近
代
文
藝
社

上
野
一
夫

　
二
〇
一
九

　「
櫨
庄
屋
」　『
熊
野
誌
』
第
六
三
号

　
熊
野
地
方
史
研
究
会

榎
本
修
造

　
二
〇
〇
七

　『「
万
代
記
」「
御
用
留
」
に
見
る
江
戸
時
代
の
新
庄
村
』　
財
団
法

人
新
庄
愛
郷
会

大
石
道
義
・
池
森
寛

　
二
〇
〇
九

　「
樹
葉
製
粉
山
下
水
車
場
遺
構
と
そ
の
保
存
活
用
」　

『
日
本
機
械
学
会
講
演
論
文
集
』　
一
般
社
団
法
人
日
本
機
械
学
会

小
川
由
一

　
一
九
七
三

　『
紀
伊
植
物
誌
（
一
）
―
紀
州
路
の
植
物
と
民
俗
を
た
ず
ね
て
―
』　

紀
伊
植
物
誌
刊
行
会

尾
鷲
市
編

　
一
九
六
九

　『
尾
鷲
市
史

　
上
巻
』　
尾
鷲
市

柏
　
順
子

　
一
九
八
〇

　『
杉
線
香
の
話
―
片
隅
に
残
る
伝
統
産
業
―
』　
筑
波
書
林

上
富
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
八
九

　『
上
富
田
町
史

　
史
料
編
中
』　
上
富
田
町

紀
南
文
化
財
研
究
会

　
二
〇
〇
八

　『
熊
野
古
道

　
大
辺
路
調
査
報
告
書
』　
大
辺
路
再
生
実

行
委
員
会

日
下
部
兼
道

　
一
九
三
九

　「
杉
及
び
タ
ブ
葉
に
よ
る
線
香
原
料
の
製
造
の
実
際
」　『
山
林
』

第
六
七
六
号

み
え
熊
野
学
研
究
会
編
集
委
員
会

　
二
〇
〇
八

　『
熊
野
産
業
史

　
海
と
山
の
恵
み
に
生
き

る
』　
東
紀
州
ま
ち
づ
く
り
公
社

熊
野
市
史
編
纂
委
員
会

　
一
九
八
三

　『
熊
野
市
史

　
上
巻
』　
熊
野
市

熊
野
市
史
編
纂
委
員
会

　
一
九
八
三

　『
熊
野
市
史

　
中
巻
』　
熊
野
市

熊
野
路
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
七
五

　『
く
ま
の
文
庫
⑧

　
森
林
と
動
植
物
』　
熊
野
中
辺
路
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明
治
22
年
の
紀
伊
半
島
の
大
水
害
は
太
間
川
に
も
及
び
河
敷
が
下
り
取
水
口
が
間
に
合
は

な
く
な
っ
た
。
そ
の
時
は
今
ま
で
大
石
の
か
み
手
の
井
堰
か
ら
箱
ト
ユ
を
掛
け
て
ミ
ド
テ

（
水
路
）
に
つ
な
が
っ
て
い
た
が
１
ｍ
余
り
の
底
下
で
従
来
の
取
水
位
置
か
ら
で
は
間
に
合

は
ず
、
ナ
ガ
ブ
チ
迄
延
ば
し
た
と
聞
く
。
こ
の
様
に
し
て
昔
の
人
は
苦
労
し
て
継
承
し
て
き

た
が
世
の
う
つ
り
と
産
業
の
変
化
か
ら
こ
の
工
場
は
昭
和
28
年
に
水
車
の
回
転
は
終
に
休
止

し
た12

。
但
し
こ
の
屋
敷
が
あ
る
か
ぎ
り
水
路
は
こ
れ
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
り
水
利
に
関
し

て
は
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
24
年
迄
は
線
香
屋
専
用
水
路
で
あ
っ
た
。
昭
和
22
年
の
台
風
に
カ
ン
ガ
イ
用
水
路
は

オ
オ
タ
キ
か
ら
榎
木
の
下
ま
で
完
全
に
流
さ
れ
川
と
化
し
水
路
の
役
に
立
た
ず
線
香
屋
の
水

路
の
水
で
間
に
合
は
せ
て
ト
ユ
で
一
時
を
し
の
ぎ
昭
和
24
年
の
台
風
に
も
流
さ
れ
て
同
じ
よ

う
な
苦
汁
を
経
験
し
た
。
こ
れ
で
は
と
考
へ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
頃
の
（
タ
ド
）
の
世
話

人
が
線
香
屋
の
水
路
を
拡
巾
利
用
さ
し
て
呉
れ
と
の
交
渉
が
あ
り
ナ
ガ
ブ
チ
か
ら
榎
木
の
水

落
ま
で
を
役
場
農
業
関
係
か
ら
補
助
を
受
け
て
拡
巾
工
事
を
行
い
取
水
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
そ
れ
ま
で
の
線
香
屋
の
水
路
は
せ
ま
か
っ
た
）。
そ
の
時
太
間
地
嶋
田
建
吾
、
堀
切
桂
（
カ

ク
ゴ
）、
松
ノ
本
松
本
量
一
、
入
谷
山
本
実
各
世
話
人
の
一
筆
を
も
ら
っ
て
い
た
が
平
成
十

年
の
台
風
家
屋
倒
か
い
で
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
ダ
ン
ネ
ン
（
筆
者
注
：
残
念
。
念
書

は
そ
の
後
発
見
）。

シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
の
工
事
に
当
っ
て
は
、
そ
の
上
に
掛
か
っ
て
い
る
長
方
形
の
石
橋
を
つ
ま

み
出
し
て
置
く
と
何
か
に
な
る
？
セ
キ
ヒ
、
ニ
ワ
イ
シ
の
石
材
に
な
る
。

筆
者
注
：  

こ
の
資
料
は
、
祖
父
の
遺
品
の
ノ
ー
ト
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
良
太
郎
や

和
三
郎
に
つ
い
て
も
記
述
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
あ
っ
た
が
、
題
目
の
み
で
詳
細

は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

み
え
熊
野
学
研
究
会
編

　
二
〇
〇
八

　『
熊
野
産
業
史

　
海
と
山
の
恵
み
に
生
き
る
』　
み
え

熊
野
学
研
究
会

三
重
県
南
牟
婁
郡
教
育
会

　
一
九
二
五

　『
紀
伊
南
牟
婁
郡
誌

　
下
巻
』　
三
重
県
南
牟
婁
郡

教
育
会

水
原
賢
造

　
二
〇
〇
二

　『
日
置
川
物
語
』　
水
原
賢
造

盛
永
俊
太
郎
・
安
田
健

　
一
九
八
七

　『
享
保
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成

　
第
Ⅵ
巻

　
紀
伊
』　

霞
ヶ
関
出
版
株
式
会
社

林
野
庁

　
二
〇
一
四

　『
林
野
（
八
三
）』
森
の
名
手
・
名
人

　
林
野
庁

和
歌
山
県

　
一
九
一
二
〜
一
九
五
〇

　『
和
歌
山
県
統
計
書
』　
和
歌
山
県

和
歌
山
県

　
一
九
五
四
〜
一
九
六
四

　『
和
歌
山
県
統
計
年
鑑
』　
和
歌
山
県

和
歌
山
縣
西
牟
婁
郡
田
辺
町

　
一
九
三
〇

　『
和
歌
山
縣
田
辺
町
誌
』　
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡

田
辺
町

山
形
健
介

　
二
〇
一
四

　『
タ
ブ
ノ
キ
』　
一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
出
版
局

（
写
真
提
供
）

写
真
二

　STU
D

IO

　CACCI

　
細
野
由
加

注
記
の
な
い
写
真
は
す
べ
て
筆
者
撮
影
で
あ
る
。

（
参
考
資
料
）

筆
者
の
祖
父
・
潔
が
遺
し
た
水
路
に
関
す
る
歴
史
の
メ
モ

（
子
供
の
頃
屋
号
を
タ
イ
ス
と
云
ふ
）

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
す
さ
み
町
周
参
見
山
崎
の
諸
国
屋
金
兵
衛
と
云
ふ
人
が
水
源
を

太
間
川
に
求
め
た
水
車
小
屋
を
開
設
し
（
水
路

200
ｍ
余
）
設
け
、
二
十
年
余
年
続
け
た
が
明

治
18
年
頃
入
谷
の
山
本
次
郎
右
ヱ
門
が
線
香
の
製
粉
加
工
場
を
継
承
し
た
。
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明
治
22
年
の
紀
伊
半
島
の
大
水
害
は
太
間
川
に
も
及
び
河
敷
が
下
り
取
水
口
が
間
に
合
は

な
く
な
っ
た
。
そ
の
時
は
今
ま
で
大
石
の
か
み
手
の
井
堰
か
ら
箱
ト
ユ
を
掛
け
て
ミ
ド
テ

（
水
路
）
に
つ
な
が
っ
て
い
た
が
１
ｍ
余
り
の
底
下
で
従
来
の
取
水
位
置
か
ら
で
は
間
に
合

は
ず
、
ナ
ガ
ブ
チ
迄
延
ば
し
た
と
聞
く
。
こ
の
様
に
し
て
昔
の
人
は
苦
労
し
て
継
承
し
て
き

た
が
世
の
う
つ
り
と
産
業
の
変
化
か
ら
こ
の
工
場
は
昭
和
28
年
に
水
車
の
回
転
は
終
に
休
止

し
た12

。
但
し
こ
の
屋
敷
が
あ
る
か
ぎ
り
水
路
は
こ
れ
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
り
水
利
に
関
し

て
は
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
24
年
迄
は
線
香
屋
専
用
水
路
で
あ
っ
た
。
昭
和
22
年
の
台
風
に
カ
ン
ガ
イ
用
水
路
は

オ
オ
タ
キ
か
ら
榎
木
の
下
ま
で
完
全
に
流
さ
れ
川
と
化
し
水
路
の
役
に
立
た
ず
線
香
屋
の
水

路
の
水
で
間
に
合
は
せ
て
ト
ユ
で
一
時
を
し
の
ぎ
昭
和
24
年
の
台
風
に
も
流
さ
れ
て
同
じ
よ

う
な
苦
汁
を
経
験
し
た
。
こ
れ
で
は
と
考
へ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
頃
の
（
タ
ド
）
の
世
話

人
が
線
香
屋
の
水
路
を
拡
巾
利
用
さ
し
て
呉
れ
と
の
交
渉
が
あ
り
ナ
ガ
ブ
チ
か
ら
榎
木
の
水

落
ま
で
を
役
場
農
業
関
係
か
ら
補
助
を
受
け
て
拡
巾
工
事
を
行
い
取
水
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
そ
れ
ま
で
の
線
香
屋
の
水
路
は
せ
ま
か
っ
た
）。
そ
の
時
太
間
地
嶋
田
建
吾
、
堀
切
桂
（
カ

ク
ゴ
）、
松
ノ
本
松
本
量
一
、
入
谷
山
本
実
各
世
話
人
の
一
筆
を
も
ら
っ
て
い
た
が
平
成
十

年
の
台
風
家
屋
倒
か
い
で
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
ダ
ン
ネ
ン
（
筆
者
注
：
残
念
。
念
書

は
そ
の
後
発
見
）。

シ
ャ
ミ
セ
ン
ド
の
工
事
に
当
っ
て
は
、
そ
の
上
に
掛
か
っ
て
い
る
長
方
形
の
石
橋
を
つ
ま

み
出
し
て
置
く
と
何
か
に
な
る
？
セ
キ
ヒ
、
ニ
ワ
イ
シ
の
石
材
に
な
る
。

筆
者
注
：  

こ
の
資
料
は
、
祖
父
の
遺
品
の
ノ
ー
ト
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
良
太
郎
や

和
三
郎
に
つ
い
て
も
記
述
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
あ
っ
た
が
、
題
目
の
み
で
詳
細

は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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え
熊
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編
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〇
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史
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と
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三
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牟
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日
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Ⅵ
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〇
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和
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西
牟
婁
郡
田
辺
町

　
一
九
三
〇

　『
和
歌
山
縣
田
辺
町
誌
』　
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡

田
辺
町

山
形
健
介

　
二
〇
一
四

　『
タ
ブ
ノ
キ
』　
一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
出
版
局

（
写
真
提
供
）

写
真
二

　STU
D

IO

　CACCI

　
細
野
由
加

注
記
の
な
い
写
真
は
す
べ
て
筆
者
撮
影
で
あ
る
。

（
参
考
資
料
）

筆
者
の
祖
父
・
潔
が
遺
し
た
水
路
に
関
す
る
歴
史
の
メ
モ

（
子
供
の
頃
屋
号
を
タ
イ
ス
と
云
ふ
）

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
す
さ
み
町
周
参
見
山
崎
の
諸
国
屋
金
兵
衛
と
云
ふ
人
が
水
源
を

太
間
川
に
求
め
た
水
車
小
屋
を
開
設
し
（
水
路

200
ｍ
余
）
設
け
、
二
十
年
余
年
続
け
た
が
明

治
18
年
頃
入
谷
の
山
本
次
郎
右
ヱ
門
が
線
香
の
製
粉
加
工
場
を
継
承
し
た
。
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７
　
堅
田
村
最
後
の
村
八
分
と
し
て
、
堅
田
村
の
聖
福
寺
や
そ
の
近
辺
の
住
民
に
も
伝
わ
っ

て
い
た
が
、
後
に
村
八
分
を
主
導
し
た
家
か
ら
「
村
八
分
は
間
違
い
で
あ
っ
た
」
と
名

誉
回
復
の
後
押
し
が
あ
り
、
戦
後
に
井
澗
家
の
墓
は
再
び
聖
福
寺
に
戻
さ
れ
た
。

８
　
現
在
、
こ
の
松
は
松
く
い
虫
の
被
害
に
よ
り
、
枯
損
し
て
し
ま
っ
た
。

９
　『
市
ノ
瀬
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
』
に
よ
る
と
、
大
庄
屋
を
務
め
た
の
は
、
い
ず
れ
も

山
本
氏
の
家
老
で
あ
っ
た
と
い
う
。

10
　
戦
後
、
復
員
し
た
潔
は
、
当
時
高
校
生
だ
っ
た
末
弟
の
宗
三
に
指
示
し
て
、
水
車
を
木

製
か
ら
鉄
製
に
変
更
し
た
。
潔
の
指
示
の
も
と
、
鉄
板
を
裁
断
・
整
形
し
た
と
生
前
の

宗
三
が
語
っ
て
い
る
。
サ
イ
ズ
や
形
な
ど
は
、
木
製
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

11
　
昭
和
二
四
年
に
取
引
を
し
た
際
の
ハ
ガ
キ
が
、
井
澗
健
吾
氏
（
良
太
郎
の
三
男
・
三
郎

の
長
男
）
の
も
と
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。（
写
真
二
二
参
照
）

12
　
実
際
に
は
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
頃
の
廃
業
で
あ
る
。

（
注
）

１
　
す
さ
み
町
に
は
墓
参
り
や
法
事
等
で
し
か
訪
れ
た
こ
と
は
な
く
、
筆
者
は
年
に
一
度
訪

れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。
小
屋
の
存
在
は
認
識
し
て
い
た
が
、
農
機
具

小
屋
だ
と
思
っ
て
立
ち
入
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

２
　
田
辺
市
立
図
書
館
に
て
、
大
正
元
年
か
ら
昭
和
二
二
年
の
統
計
書
を
確
認
し
た
。
た
だ

し
、
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
年
度
の
も
の
も
あ
り
、
す
べ
て
の
年
度
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。

３
　
上
富
田
町
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
生
馬
村
・
朝
来
村
・
岩
田
村
・
市
ノ
瀬

村
・
鮎
川
村
』
と
い
う
文
献
よ
り
引
用
し
た
。
こ
の
文
献
は
、
図
書
の
一
部
分
を
複
写

し
て
簡
易
製
本
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
初
期
に
和
歌
山
県
内
も
し
く
は
西
牟
婁
郡
内

の
概
要
を
ま
と
め
た
図
書
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
上
富
田
町
誌
編
纂
委
員
会
の
印
が
押

さ
れ
て
い
る
た
め
、
町
誌
編
纂
の
過
程
で
収
集
さ
れ
た
資
料
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。

４
　
榎
本
家
の
蔵
に
は
、
当
時
の
林
産
物
の
取
り
引
き
を
記
録
し
た
多
数
の
古
い
帳
面
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。

５
　
す
さ
み
町
第
五
次
長
期
総
合
計
画

　
二
頁

　
す
さ
み
町

６
　
白
浜
町
堅
田
に
あ
る
聖
福
寺
の
過
去
帳
と
井
澗
家
の
仏
壇
の
位
牌
を
照
合
し
た
と
こ

ろ
、
最
も
古
い
位
牌
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
没
の
角
屋
傳
次
兵
衛
の
も
の
と
判
明

し
た
。
嘉
永
年
間
の
過
去
帳
に
は
「
井
澗
」
の
名
字
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
戒
名
も
当

主
や
そ
の
妻
に
居
士
・
大
姉
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
あ

る
程
度
高
い
地
位
を
得
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
上
富
田
町
誌
』
に
よ
る
と
、

寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
没
の
井
澗
久
太
郎
久
長
が
井
澗
家
の
始
祖
と
さ
れ
、
そ
の

墓
が
上
富
田
町
岡
の
普
大
寺
に
現
存
す
る
。
中
世
に
上
富
田
町
市
ノ
瀬
を
拠
点
に
勢
力

を
誇
っ
て
い
た
山
本
家
の
家
臣
団
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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写真９　水路に関する念書

写真 11　潔が遺したメモ

写真 10　  良太郎と潔が天秤棒
で運んできた金属製
のギア

写真８　  念書が入っていた封筒（「為永久保
存子孫之」と書いてある。）

写真 12　水車の売契約書写真 13　水車の売買契約書の下書き
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写真 11　潔が遺したメモ

写真 10　  良太郎と潔が天秤棒
で運んできた金属製
のギア
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写真 14　  シャミセンドウの石垣

写真 16　  現在の水車（金属製の部分が腐食している。）

写真 15　  篩（ここで出た粗い粉は、縦杵の臼へ入れら
れた。）（2020 年撮影）

写真 17　  水車の下のシャミセンドウ
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写真 18　  木立の中を通る水路

写真 20　  筆者の高祖父・井澗和三郎
（1858 ～ 1925）

写真 21　  オート三輪（通称バタコ）（側面に「○○井○」のマークが書
かれている。このバタコで線香シバを買い付けに行った。
写真左から潔、三郎、宗三の兄弟。）

写真 19　  筆 者 の 曽 祖 父・ 井 澗 良 太 郎（1900 ～
1991）
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1991）


